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はじめに ～共によりよく生きる子どもの育成～ 

 
大玉村教育委員会教育長 佐藤 吉郎 

 
 少子高齢化、グローバル化や情報化が急激に進展する社会の中にあって、今を懸命に生きる

子どもたちには、こうした変化に受け身ではなく、主体的に立ち向かい、その中で、自らの可

能性を最大限に発揮しながら確かな自己を確立することが求められています。と同時に、他者

と一緒に生き、協働しながら課題を解決していくことが大切となります。「自立と共生」がこ

れまで以上に重要視されなければならないと思っております。福島県教育委員会から「人権教

育総合推進事業」の委託を受け、研究構想を練る中で、研究主題を「共によりよく生きる子ど

もの育成」、サブテーマを「自分の大切さとともに、他の人の大切さを認めよう」とした最大

の理由です。 
 さて、「人権教育」とは何か。国においても県においても、長年その充実を重点課題として

掲げてあったように記憶しています。しかし、少なくても私が勤務した学校にあっては、その

重要性が校舎の中にまでは入ってこなかったように思われ、反省しきりです。私なりに振り返

ってみますと、人権教育とはいわゆる「人権課題」を取り上げてその解決策を見出すといった

直接的な指導をするもののみであるとの誤解、道徳教育を充実させることで人権教育も推進さ

れるとの思い込み、重要性は認識していても教科横断的な取り組みが必要なことから組織的な

取り組みが困難である、等が主な要因であろうと思われます。 
 しかし、２年間の指定を受け、改めて「人権教育とは」について、村内すべての幼稚園、小

学校、中学校で組織する「おおたま学園」を挙げて取組んだ結果、その重要性の確認とともに、

子ども、教師、保護者の意識の変容に加え、好ましい行動変容も見られるなど、確かな手応え

を得ることが出来ました。さらに、本村が平成２３年度に導入した「おおたま学園コミュニュ

ティ・スクール」制度を活かすことによって、家庭や地域と一体となった取り組みも徐々にし

かも有効に機能し、「人権教育推進地域事業」として一定の成果が得られたものととらえてお

ります。本研究の推進に終始温かなご指導を賜りました、東京学芸大学教授永田繁雄様をはじ

め多くの関係の皆様方に心より御礼申し上げます。 
 「『人権教育』はあらゆる教育活動の基盤である」。「おおたま学園」挙げて２年間の研究に

携わった一同が得たこの揺るぎない事実を、次年度以降の「おおたまの教育」推進の合言葉と

して、これからの教育に特に求められる「共によりよく生きる子どもの育成」に取り組んで参

りたいと考えております。 
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お兄さんとお姉さんと一緒にさつまいもを植えたよ



１ 人権教育総合推進地域事業大玉村推進計画

（１）平成２７年度人権教育総合推進地域事業大玉村推進計画

人権教育を進めるに当たって
１ 人権の意義

人権とは、人間の尊厳に基づく人間固有の権利であり、社会を構成するすべての人々が

個人として生存と自由を確保し、社会において幸福な生活を営むために欠かすことのでき

ない権利を意味する。

２ 人権尊重の理念

人権尊重の理念とは、自分の人権のみならず他人の人権についても正しく理解し、一人

一人が自らの権利の行使に伴う責任を自覚して、互いに人権を尊重し合うこと、すなわち、

人権の共存の考え方ととらえる。

３ 人権教育の意義

人権教育とは、人権尊重の精神の涵養を目的とする教育活動を意味する。

４ 人権教育の目的

すべての人々が互いの人権を尊重し、共に生きる社会を実現するため、人権尊重の精神

の涵養を目的とする。

５ 人権教育の推進

学校教育及び社会教育それぞれの分野の特性を踏まえて推進する。

【学校教育】

幼児・児童・生徒の発達の段階に即しながら、保育、各教科等の特質に応じ、学校の

教育活動全体を通じて、人権尊重の理念について理解を促す。

【社会教育】

生涯学習の推進のための各種施策を通じ、生涯にわたって人権に関する多様な学習機

会を提供し、人権尊重の理念について理解を深める。

６ 人権教育の目標

生涯各時期における人権教育の目標を、次のように設定する。

【学校教育】

（１）幼児

人権尊重の精神の芽生えとしての感性や望ましい人間関係をつくろうとする基礎的な

態度を育てる。

（２）小学生

豊かな人間性や自尊感情を育成するとともに、人権の大切さに気付き、差別のない望

ましい人間関係を醸成することに努める態度を育てる。

（３）中学生

豊かな人間性や自尊感情を育成するとともに、人権の意義及びその尊重と共存の重要

性に気付き、差別のない望ましい人間関係を確立することに努める態度を育てる。

【社会教育】

（４）成人（初等中等教育を修了した者すべてを「成人」として）

人権教育の基礎の上に立って、様々な人権問題に対する理解を深める。さらに、人権

問題を自らの課題としてとらえ、人権感覚を磨き、日常生活において人権への配慮が態
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度や行動につながるような人権意識を高め、人権尊重社会の形成者として必要な資質や

能力を養う。

※ 保護者について

学校で推進する人権教育を理解し、家庭においても深めていけるようにする。

※ 高齢者について

様々な人権問題を正しく認識し、差別のない明るい地域づくりの相談役等の役割を

果たしていけるようにする。

７ 人権教育を通じて育てたい資質・能力（別紙図参照）

◎ 自分の人権を守り、他者の人権を守るための実践行動

〇 自分の人権を守り、他者の人権を守ろうとする意識・意欲・態度

〇 人権に関する知的理解

（知識的側面）

・ 自由、責任、正義、個人の尊厳、権利、義務などの諸概念についての知識

・ 人権の歴史や現状についての知識

・ 国内法や国際法等々に関する知識

・ 自尊感情、自己開示・偏見など人権課題解決に必要な概念に関する知識 等

〇 人権感覚

（価値的・態度的側面）

・ 人間の尊厳、自己の価値及び他者の価値を感知する感覚

・ 自己についての肯定的態度

・ 自他の価値を尊重しようとする意欲や態度

・ 多様性に対する開かれた心と肯定的評価

・ 正義、自由、平等などの実現という理想に向かって活動しようとする意欲や態度

・ 人権侵害を受けている人を支援しようとする意欲や態度

・ 人権の観点から自己自身の行為に責任を負う意志や態度

・ 社会の発展に主体的に関与しようとする意欲や態度 等

（技能的側面）

・ 互いの相違を認め、受容できるための諸技能

・ 他者の痛みや感情を共感的に受容できるための想像力や感受性

・ 能動的な傾聴、適切な自己表現等を可能とするコミュニケーション技能

・ 他の人と対等で豊かな関係を築くことができる社会的技能

・ 人間関係のゆがみ、偏見や差別を見極める技能

・ 対立的問題を非暴力で双方にとってプラスとなるように解決する技能

・ 情報を収集・吟味・分析し、公平で均衡のとれた結論に到達する技能 等

８ 人権教育の内容

（１）豊かな人間性に関すること

○ 生命を尊重する心 ○他人を思いやる心 ○正義感や公正さを重んじる心

○ 個性を認め合う心など

豊かな人間性に関することの内容を念頭におき、道徳教育との関連を重視し、社会

教育との連携を図りつつ、ボランティア活動や自然体験活動を始めとする多様な体験

活動、高齢者や障がい者等との交流活動など、豊かな体験の機会を充実することを重

視する。

（２）人権意識に関すること

○ 人権一般（基本的人権「自由権、平等権、社会権等」、個人の尊重、人権の歴史等）

○ 様々な人権問題（女性、子ども、高齢者、障がい者等）※別紙参照

人権意識とは、人権に関する知識や技能のほか、感性や人権感覚も含め、人権を尊
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重できる意識とする。学校教育において「様々な人権問題」を扱う場合は、児童生徒

の発達の段階に即し、人権に関する現状や学習のねらいを考慮して意図的・計画的に

実施するようにする。幼児には、原則として、「人権意識に関すること」の内容は扱

わない。

（３）人権が尊重された雰囲気や環境に関すること

○ 一人一人を大切にした雰囲気や環境づくり（言語環境、学習・学級集団づくり等）

環境が人を育てるという間接的な側面を持ち、学習者を取り巻く環境づくりをとお

して人権教育の目標達成に寄与するものであるという考えに立ち、自分が一人の人間

として大切にされた経験を通して、本人が気付かぬうちに自ずと自分に自信をもち（自

尊感情）、学習意欲を高めたり、自分や他人を大切にする感覚を身に付けたりしなが

ら、人権意識を体得していくようにする。そのため、一人一人の人権が尊重された雰

囲気を醸成するとともに、学習過程そのものも人権が尊重された環境の中で行われる

よう、常に配慮する。

１ 事業の名称

平成２７年度 人権教育開発事業 人権教育総合推進地域事業（福島県委託）

※ 平成２７年度人権教育研究推進事業 人権教育総合推進地域事業（文部科学省）

２ 事業の目的

大玉村では、平成２６年度に「人権教育研究推進事業」の委託を受け、村全体で人権教育の推

進に取り組んできた。平成２７年度も昨年度の反省を生かしながら、継続して進めていきたい。

平成１４年に「人権教育啓発に関する基本計画」が出され、これを踏まえ、平成２０年には、

「人権教育の指導法等の在り方について（第３次とりまとめ）」が公表された。このとりまとめ

の中で、人権教育の目標は一人一人の子どもがその発達段階に応じ、人権の意義・内容や重要性

について理解し、自分の大切さととも他の人の大切さを認めることができるようになり、それが

様々な場面や状況下での具体的な態度や行動に現れるようになるとともに、人権が尊重される社

会づくりに向けた行動につながるようにすることだと記されている。

しかし、今日、社会全体のモラルの低下、家庭や地域の教育力の低下、社会体験、自然体験の

不足など子どもを取り巻く問題が指摘され、いじめ問題、児童虐待などといった大きな目に見え

る形での問題にもなっている。こうしたことから「自分の大切さとともに他の人の大切さを認め

ることができる」子どもの育成に、学校はもとより、家庭・地域をあげて取り組むことは急務で

ある。

本村の子どもたちは、村の小ささがスケールメリットとなり、学校・家庭・地域が一体となっ

た温かい雰囲気の中ではぐくまれ、おおらかで素直な子どもたちが多い。しかし、全国学力・学

習状況調査をはじめとする諸調査を吟味してみると「自己肯定感の低さ」「規範意識の不足」等

の問題が見られる。また、現在のところ大きな問題には至っていないものの「友達関係をめぐる

問題」「社会参画の問題」なども大きな課題となっている。

このような状況の中、本村では、「子どもは地域の宝」として大玉村全体ではぐくむシステム

を整備するため、平成２３年度より公立の２幼稚園、２小学校、１中学校あわせて５校園すべて

を「コミュニティ・スクール」として指定し、地域と共に歩む学校づくりを推進している。あわ

せて５校園を幼・小・中一貫校「おおたま学園」としてとらえ、幼稚園・小・中学校がより連携・

連接した学校づくりを推進している。

このシステムを最大限に活用しながら人権教育に取り組みたいと考えている。すなわち、学校

・家庭・地域が一体となるという村全体の「横の広がり」、発達の連続性を重視した「縦の広が

り」を常に意識した人権教育の取組みであり、大玉村ならではの大きな成果が期待できるものと

考えている。

研究を進めるにあたっては、人権教育を通じて育てたい資質・能力は学習指導要領で示される
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すべての領域にかかわるものであり、中でも道徳教育との関連が特に深いことから、要となる

「道徳の時間」の研究を中心に据える。さらに、各教科での人権に配慮した授業展開や学級づく

り、地域との連携による活動などにも取り組み、「自分の大切さとともに他の人の大切さを認め

ることができる子ども（共によりよく生きる子ども）の育成」を目指したい。

また、これまで各団体が独自に取り組んでいた諸活動をこの機会にとらえ直し、再構築してい

きたい。

３ 事業の期間

平成２７年４月１日（事業委託を受けた日）～平成２８年３月２５日

※ 平成２６・２７年度の２年間継続事業

４ 研究（実践）テーマ

「共によりよく生きる子どもの育成」

～自分の大切さとともに、他の人の大切さを認めよう～

５ 研究（実践）実施体制

（１）推進体制

〇 推進市町村教育委員会 大玉村教育委員会

〇 推進地域 大玉中学校区 ※大玉村（全域）

〇 推進協力校 おおたま学園（大玉村立幼稚園・小・中学校一貫校構想）

（大玉村立全幼稚園、小・中学校）

・大玉村立大玉中学校

・大玉村立大山小学校 大玉村立玉井小学校

・大玉村立大山幼稚園 大玉村立玉井幼稚園

学校名 学級数 児童生徒数

大玉村立 通常学級 各学年３学級 全生徒数：２４４人

大玉中学校 特別支援学級 ２学級 （平成２７年５月１日現在）

大玉村立 通常学級 各学年１～２学級 全児童数：２０６人

大山小学校 特別支援学級 １学級 （平成２７年５月１日現在）

大玉村立 通常学級 各学年２学級 全児童数：２８４人

玉井小学校 特別支援学級 ２学級 （平成２７年５月１日現在）

大玉村立 年少組 ２学級 全園児数：７０人

大山幼稚園 年長組 ２学級 （平成２７年５月１日現在））

大玉村立 年少組 ２学級 全園児数：１０３人

玉井幼稚園 年長組 ２学級 （平成２７年５月１日現在）
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【全体組織図】

県北教育事務所 大玉村教育委員会

大玉村人権教育総合推進会議

教育長／教育部長／総務部長／住民福祉部長

人権擁護委員／校長（園長）／社会福祉協議会

代表／県北教育事務所担当指導主事／CS委員会

長／各幼稚園、小中学校PTA会長／行政区長会長／

生涯学習推進協議会長

企画委員会（おおたま学園人権教育推進部会）

幼稚園長・小・中学校長３／教頭・副園長５／

各教務主任３／村教育委員会指導主事

※おおたま学園組織は

推進母体（地域） おおたま学園 ６頁参照

大山幼稚園／玉井幼稚園／大山小学校／玉井小学校／大玉中学校

連携 協力 連携 協力

生涯学習課 おおたま学園CS委員会

役場政策推進課 保護者

役場健康福祉課 地域住民 等

人権擁護委員

社会福祉協議会

その他関係団体 等

事務局（教育総務課）

※１ 人権教育総合推進会議（必須設置）

推進協力校となる「おおたま学園」が行う人権教育に向けての取組が、行政機関や福祉関

係機関等の関係機関の協力を得て、村全体の一体のものとして効果的に推進されるよう、教

育委員会、学校教育及び社会教育の関係者、学識経験者等の委員で組織する。推進協力校の

活動を理解し、よりよい取組になるように協力体制を整え、学校や関係教職員等に対する助

言を行う。

※２ 企画委員会（兼 おおたま学園人権教育推進部会）

大玉村の人権教育の取組及び推進協力校となる「おおたま学園」としての人権教育の取組

の骨子を企画・協議する。さらに、推進全体に関わることについて組織として対応し、活動

する。
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【おおたま学園組織図】

おおたま学園

（大玉中・大山小・玉井小・大山幼・玉井幼）

学 園 長

副学園長 事務局長

正副学園長会議 学園運営委員会

全 体 会

人権教育推進部会

特設委員会 常設委員会

◎心に響く道徳の授業実践委員会 ◯学力向上委員会

・授業改善検証チーム

・学習習慣検証チーム

◯連携活動推進委員会

◯生徒指導委員会

◯特別支援教育委員会

◯保健教育委員会

６ 研究（実践）方法

（１）推進協力校となる「おおたま学園」による実践研究

○ おおたま学園として幼・小・中一貫の組織を生かした取組

○ 各校園ごとの取組（保護者・地域社会との連携による取組 含む）

・ 大山幼稚園

・ 玉井幼稚園

・ 大山小学校

・ 玉井小学校

・ 大玉中学校

○ コミュニティ・スクール委員会の活動

（２）行政機関、福祉機関が主体となった取組

・ 人権の花運動

・ 人権作文

・ 人権フォーラム

・ 広島平和祈念式派遣事業

・ 友好の翼（台湾派遣事業） 等

研究（実践）を進めるにあたっては、人権教育を通じて育てた

い資質・能力は学習指導要領で示されるすべての領域にかかわる

ものであり、中でも道徳教育との関連が特に深いことから、要と

なる「道徳の時間」の研究を中心に据える。

さらに、各教科での人権に配慮した授業展開や学級づくり、地

域との連携による活動などにも取り組み、「共によりよく生きる

子ども（自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることがで

きる子ども）の育成」を目指したい。
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７ 研究（実践）内容

（１）おおたま学園の組織・取り組みと人権教育の内容との関連

前述の「人権教育を進めるに当たって（基礎基本の考え）」の中で示した「８ 人権教育の

内容」とおおたま学園組織との関連は以下の通りである。

《人権教育の内容 》 《おおたま学園》

■ 人権教育推進部会

①豊かな人間性に関すること 基本構想立案

人権に関するアンケート

教職員 児童生徒 保護者

■ 心に響く道徳の授業実践委員会

「道徳の時間」授業研究

■ 学力向上委員会

・授業改善検証チーム

各教科での人権に配慮した授業研究

・学習習慣検証チーム

学習の約束作成

学習集団、学級づくり検討

②人権意識に関すること

■連携活動推進委員会

あいさつ運動推進

■生徒指導委員会

■特別支援教育委員会

■保健教育委員会

③人権が尊重された雰囲気や環

境に関すること □おおたま学園各校園

おおたま学園の活動を今後記入していき、

人権教育の内容とおおたま学園の活動との関

連を明確にする。

このことにより、おおたま学園としての活

動そのものが人権教育推進の活動となる。
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（２）学校園における人権教育指導

① 構想

人権教育を実践に結び付けていく指導として、基底的指導、間接的指導、直接的指導の

三指導を構想する。この三指導は、それぞれがすべての活動の中で機能し、互いに補完し

合うことで、より効果的なものとなると考える。

【基底的指導】

学校の教育活動全体を通じて、幼児児童生徒が相手の立場に立って物事を考え、行動し

たり、温かい思いやりに満ちた人間関係を築いたりするとともに、生活上の不合理や矛盾

に気付き、これを自分たちの問題としてとらえ、協力して解決していこうとする力を育て

る常時指導

【間接的指導】

保育、各教科等本来の目標を達成する過程で、「人権教育を通じて育てたい資質・能力」

につながる科学的・合理的なものの見方・考え方、豊かな感性などを育てる指導

【直接的指導】

各教科等の取り組みの中で、人権一般や様々な人権問題を取り上げ、自他の人権を大切

にしようとする力や、様々な人権問題を主体的に解決しようとする力を育てる指導

※ 幼児に対しては、原則として直接的指導は行わない。

② 人権に配慮した授業（人権に配慮した授業の類型）

◇Ａ…基底的指導◇Ｂ…間接的指導◇Ｃ…直接的指導

間接的指導 基底的指導に配慮しながら、各教科等本来の目標を達成する過程で、

タイプ 「人権教育を通じて育てたい資質・能力」につながる科学的・合理

（Ａ＋Ｂ） 的なものの見方・考え方、豊かな感性などの資質や能力を育成する

授業

直接的指導 人権一般や様々な人権問題に関する内容を扱い、基底的指導に配慮

タイプ しながら、各教科等の目標を達成するとともに、人権教育のねらいを

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 達成する授業

Ｃ 直接的指導（人権一般や様々な人権問題に関する内容）

直接

間接 的 Ｂ 間接的指導（各教科等本来の目標）

的 指導

指導 タイプ Ａ 基底的指導（人権が尊重された雰囲気や環境）

タイプ （言語環境、学習環境、人間関係づくり、学級・学習集団づくり）

③ 人権に配慮した指導（基底的指導）

「授業」だけでなく、休み時間や放課後等の様々な学校生活においても、一人一人を大切

に考え、人権に配慮した指導を実践する。
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８ 研究の歩み（１３頁以降参照）

９ 調査研究により見込まれる成果及び検証方法

村内すべての公立幼稚園・小・中学校の総体となる「おおたま学園」を本研究の推進母体とす

ることで、幼・小・中が同一歩調で、各校園のお互いの活動を見合ったり、おおたま学園の活動

として一緒に活動したりしながら子どもの成長を支えていくことで、より成果が期待できるもの

と考える。

大玉村は「小さいことがスケールメリット」ととらえている。そして、すべての幼稚園・小・

中学校をコミュニティ・スクールに指定し、地域とともに歩む学校づくりをすすめている。研究

推進にあたっても、このスケールメリット、コミュニティ・スクールとしての機能を最大限活用

することで、学校を核としながら、保護者・地域への浸透を図り、村全体が一体となった人権教

育の推進になるものと考える。

児童生徒・教職員・保護者に対して人権意識・人権教育に関する意識調査を実施し、成果を検

証する。研究を通して教職員の意識が高まりを見せ、これまでともすると無意識のうちに実践し

てきた人権教育を、おおたま学園をあげて意識して取り組むことにより、子どもたちは、少しず

つ「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができる子ども」になっていくものと考

える。

今年度は、昨年度の意識調査の結果と考察を生かし、昨年度課題のあった調査項目を抽出して

調査することにより、児童・生徒及び保護者の意識変容の把握に努め、成果と課題を明らかにし

ていきたい。

さらに、人権教育は子どもたちの「生き抜く力」を培う土台となるものである。土台を強固に

することにより、子どもの成長が好循環し、学力向上へも反映されていくものと考える。全国学

力・学習状況調査、県学力調査等の結果にも注視していく。
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【人 権 課 題】

「人権の擁護」（平成２５年７月 法務省人権擁護局）によると、主な人権課題として

以下の１７の課題を挙げている。

（１）女性 （２）子ども （３）高齢者 （４）障がいのある人 （５）同和問題

（６）アイヌの人々 （７）外国人 （８）ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等

（９）刑を終えて出所した人 （１０）犯罪被害者等

（１１）インターネットによる人権侵害 （１２）北朝鮮当局によって拉致された被害者等

（１３）ホームレス （１４）性的指向 （１５）性同一性障がい者

（１６）人身取引（トラフィッキング） （１７）東日本大震災に起因する人権問題

大玉村においては、現代社会・村の現状、子どもたちを取り巻く環境を考え、この中

でも特に以下の課題を重点として取り上げることとする。

〇 子ども 〇 高齢者 〇 障がいのある人

〇 インターネットによる人権侵害

〇 東日本大震災に起因する人権問題

※各課題について

（「平成２５年度人権教育推進の手引き」 栃木県教育委員会／「人権の擁護」 法務省人権擁護局 より）

【子ども】

子どもの人権の尊重と福祉の増進などに関しては、既に日本国憲法を始め、児童福祉

法や児童憲章、教育基本法などにおいてその基本原理ないし理念が示され、また、国際

的にも児童の権利に関する条約等において権利保障の基準が明らかにされている。

学校においては、子どもたちの間のいじめ、暴力行為、不登校、教師による児童生徒

への体罰などの問題がある。また、社会に目を向ければ、児童虐待のほか、児童売春、

児童ポルノ、薬物乱用などの問題がある。

【高齢者】

人口の高齢化は、世界的に見ると、先進国を中心に急速に進んでいる。我が国におい

ては、平均寿命の大幅な伸びや少子化などを背景として社会の高齢化が急速に進み、2015

年には４人に１人が65歳以上という本格的な高齢社会が到来している。こうした状況の

中、高齢者に対する就職に際しての差別の問題のほか、介護を要する高齢者に対する家

庭や施設における身体的・心理的虐待や高齢者の財産を本人に無断でその家族等が処分

するなどの問題がある。
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【障がいのある人】

障がいのあるなしにかかわらず、誰もが、家庭や地域、学校、職場などで共に日常生

活を営み、共に幸福な人生をめざして暮らす社会が、本当はあたりまえの社会であると

いう考え方をノーマライゼーションという。このノーマライゼーションの考え方を基本

理念に誕生した「障害者基本法」では、「全て障害者は、社会を構成する一員として社会、

経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会が確保されること」と規定してい

る。

しかし、現実には就職に際して不当な扱いを受ける問題のほか、障がい者への入居・

入店拒否の問題、さらに施設における劣悪な処遇や知的障がい者等に対する身体的虐待

などの問題がある。

【インターネットによる人権侵害】

インターネットや電子メールが急速に普及し、私たちの生活は非常に便利で効率的な

ものへと変化した。しかし、自分の名前などを明らかにしなくても不特定多数の人に自

由に情報発信できるインターネット等の特性の悪用により、誰かを傷つけたり、トラブ

ルに巻き込まれたりするケースが多発しており、深刻な問題となっている。例えば、本

人の前では口にできないような誹謗・中傷を掲示板に投稿したり、個人のプライバシー

に関わる情報を掲載したりするなどの問題がある。

【東日本大震災に起因する人権問題】

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災は、大津波の発生により東北地方と関

東地方の太平洋沿岸に壊滅的な被害をもたらし、未曾有の大災害となった。また、地震

と津波に伴い発生した東京電力福島第一原子力発電所事故により、周辺住民の避難指示

が出されるなど、多くの人々が避難生活を余儀なくされている。このような中，避難生

活の長期化に伴うトラブルや放射線被ばくについての風評等に基づく差別的取扱い等の

人権問題が発生している。
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①　平成２６年度

時期 内　　　　　　　　　容 備　　考

4.14 おおたま学園第１回人権教育推進部会

4.18
おおたま学園第１回全体会　おおたま学園第１回各委員会
　組織確認　役員選出　活動計画立案

4月 歯科健康教室 各校園にて

5.7 おおたま学園第２回人権教育推進部会

5.8 幼・小交流　朝顔種まき交流

5.26 第２回おおたま学園連携活動推進委員会

5.27 幼・幼交流　幼稚園交流会（年長組）

5月 hyper-ＱＵ実施 各校にて

6.2
おおたま学園学力向上委員会　国語科第１回授業研究会
　大山小学校　佐藤　由紀　先生

6.6
おおたま学園学力向上委員会　その他の教科等（社会科）第１回授業研究会
大玉中学校　須賀　紀之　先生

6.12 ＯＭＯＩＹＡＲＩ音楽会　～6.13

6.20 小中児童会・生徒会交流　あいさつ運動 大玉中にて

6.20
小中交流　広島平和祈念式へ
　平和の願いをこめて千羽鶴作り～7.24

6.23
おおたま学園心に響く道徳の授業実践委員会　第１回授業研究会
　大山小学校　藤原　真奈美　先生

6.24 おおたま学園学力向上委員会　Ｑ-Ｕ研修会

6.24
おおたま学園学力向上委員会　外国語活動・英語科　第１回授業研究会
　大玉中学校　仲江川　友美　先生

6.27 おおたま学園保健教育委員会

6.27 大玉村　適応指導教室「あだたらふれあい教室」開設

6月 歯科健康教室 各校園にて

6月 第１回人権に関わるアンケート実施（児童生徒、保護者、教職員） 各校にて

6月
おおたま学園学力向上委員会　学習習慣検証チーム　第１回アンケート各校
実施（「学習の約束」「おおたま　家庭学習の習慣を身に付けよう」）

6月 人権の花運動（人権啓発活動地方委託事業）

7.1
おおたま学園連携活動推進委員会　第１回生活科授業研究会
　玉井小学校　大内　ひろみ　先生

7.2 おおたま学園特別支援教育委員会　第１回小中交流会

7.3 おおたま学園生徒指導委員会　夏季休業中の対応

7.3 おおたま学園第３回人権教育推進部会

7.7 第１回大玉村人権教育総合推進会議

7.9
人権教育指導者養成研修会～7.11
　玉井小　永峯　秀桐　教頭／大玉中　村越　健　教諭

つくば教員研修
センター

（２）　平成２６年度・２７年度研究の歩み
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時期 内　　　　　　　　　容 備　　考

7.14 広島平和祈念式派遣事業事前研修会

7.24
小中交流　広島平和祈念式へ　平和の願いをこめて千羽鶴作り（各小中学校
で制作した千羽鶴を集めて完成）　小中　児童会・生徒会交流

大玉中にて

7.29 未来の翼派遣事業～8.1 中２生台湾へ

7.31 広島平和祈念式派遣事業結団式

8.5
広島平和祈念式派遣事業～8.7　広島・神戸方面
　小学６年生…４名　中学３年生…２名　引率…２名

8.7 おおたま学園特別支援教育委員会　夏季研修会

8.21 おおたま学園第４回人権教育推進部会

8.21 おおたま学園第２回全体会　おおたま学園各委員会

8月 人権作文コンクールへの参加 村総務課

9.2 幼幼交流　幼稚園交流会（玉井幼→大山幼・年少組） 大山幼にて

9.3 小・中児童会・生徒会交流　あいさつ運動 大山小にて

9.4 幼・幼交流　幼稚園交流会（大山幼→玉井幼・年少組） 玉井幼にて

9.4 おおたま学園心に響く道徳の授業実践委員会  第２回授業研究会事前検討会

9.5 小・中児童会・生徒会交流　あいさつ運動 玉井小にて

9.10 おおたま学園第５回人権教育推進部会

9.11
おおたま学園心に響く道徳の授業実践委員会第２回授業研究会
　玉井小学校　青木　武子　先生

9.12
おおたま学園学力向上委員会　国語科第２回授業研究会
　玉井小学校　斑目　裕美子　先生

9.19
おおたま学園学力向上委員会　外国語活動・英語科　第２回授業研究会
　大山小学校　髙橋　美智子　先生

9.19 広島平和祈念式派遣事業報告会

9.29
おおたま学園学力向上委員会　算数科第１回授業研究会
　玉井小学校　遠藤　雅憲　先生／牧野　敏雄　先生

9.30 先進校視察　栃木県塩谷町立玉生小学校

10.2 幼・幼交流　幼稚園交流会（年長組） 園外保育

10.3 小・中交流　中学校見学会 大山小６年

10.6 人権教育についてのご指導　　東京学芸大学　永田繁雄先生より

10.8 幼・小交流活動（年長組と５年生） 大山幼・大山小

10.8 おおたま学園第６回人権教育推進部会

10.9 おおたま学園生徒指導委員会　「大玉の子どもたちの現状と課題」 大玉中にて

10.15 おおたま学園学力向上委員会　玉井幼稚園保育研究会

10.23 おおたま学園学力向上委員会　大山幼稚園保育研究会

10.23 おおたま学園第７回人権教育推進部会
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時期 内　　　　　　　　　容 備　　考

10.27 幼・小交流活動（年少組と６年生） 玉井幼・玉井小

10.27
おおたま学園学力向上委員会　その他の教科等(学級活動(1)) 授業研究会
  玉井小学校　佐藤　美樹　先生

10.27 おおたま学園心に響く道徳の授業実践委員会　12.2公開授業案検討会

11.10
おおたま学園学力向上委員会　その他の教科等（学級活動(2)) 授業研究会
  大山小学校　佐藤　才司　先生

11.11 おおたま学園特別支援教育委員会　第２回小中交流会

11.11 おおたま学園第８回人権教育推進部会

11.13
おおたま学園学力向上委員会　国語科第３回授業研究会
　大玉中学校　大泉　和久　先生

11.28 おおたま学園第９回人権教育推進部会

11月 人権教育推進啓発チラシ作成　配布 村内全戸配布

11月 hyper-ＱＵ実施 各校にて

12.2 福島県人権教育推進協議会　及び　おおたま学園公開授業研究会

12.11
おおたま学園学力向上委員会　数学科第２回授業研究会
　大玉中学校　田崎　道夫　先生

12.12 おおたま学園生徒指導委員会　冬季休業中の対応

12.15
おおたま学園学力向上委員会　算数科第３回授業研究会
　大山小学校　小沼　佳弘　先生

12.20 大玉村人権フォーラム（人権啓発活動地方委託事業） 村総務課

12.24 おおたま学園第１０回人権教育推進部会

12月
おおたま学園学力向上委員会　学習習慣検証チーム　第２回アンケート各校
実施（「学習の約束」「おおたま　家庭学習の習慣を身に付けよう」）

1.21
おおたま学園心に響く道徳の授業実践委員会　第３回授業研究会
　大玉中学校　八巻　可菜子　先生

1.28
おおたま学園学力向上委員会　外国語活動・英語科　第３回授業研究会
　玉井小学校　齋藤　みちる　先生

2.10
おおたま学園連携活動推進委員会　第２回保育授業研究会
  大山幼稚園　渡邊　令子　先生　／　山内　弘美　先生

2.10 おおたま学園生徒指導委員会

2.23 おおたま学園第３回全体会　おおたま学園各委員会

2.19 第２回大玉村人権教育総合推進会議
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②　平成２７年度

時期 内　　　　　　　　　容 備　　考

4.20
おおたま学園第１回全体会　おおたま学園第１回各委員会
　組織確認　役員選出　活動計画立案

4月 歯科健康教室 各園にて

5.8
おおたま学園連携活動推進委員会　幼・小交流　朝顔種まき交流
　　　　　　　　　　　　　　　　（幼・年少と小・１学年）

玉井幼稚園にて

5.13
おおたま学園連携活動推進委員会　幼・小交流　朝顔種まき交流
　　　　　　　　　　　　　　　　（幼・年少と小・１学年）

大山幼稚園にて

5.13 おおたま学園第１回人権教育推進部会

5.19
おおたま学園連携活動推進委員会 生活科第１回幼・小連携授業研究会
　大山小学校　佐藤　由紀　先生

5.26 おおたま学園連携活動推進委員会　幼・幼交流　幼稚園交流会（年長組） 村民体育館にて

5.27
「学習の習慣」「家庭学習の習慣を身に付けよう」に関するアンケート（第
１回）実施（児童・生徒、保護者）

5月 hyper-ＱＵ実施 各校にて

6月 歯科健康教室 各校にて

6月 人権の花運動（人権啓発活動地方委託事業）

6.17
おおたま学園学力向上委員会　国語科第１回授業研究会
　大山小学校　和田　佳子　先生

6.19 おおたま学園連携活動推進委員会　児童会・生徒会交流　あいさつ運動 大玉中にて

6.23 おおたま学園第２回保健教育委員会

6.26
おおたま学園心に響く道徳の授業実践委員会　第１回授業研究会
　大山小学校　佐藤　才司　先生

6.29
おおたま学園連携活動推進委員会　幼・小・中交流
　（広島平和祈念式へ平和の願いをこめて千羽鶴を作る）

7.17まで

7.2
おおたま学園学力向上委員会　算数科第１回授業研究会
　玉井小学校　佐藤　美樹　先生

7.6 おおたま学園第２回人権教育推進部会

7.6 おおたま学園第２回生徒指導委員会

7.9 おおたま学園特別支援教育委員会　第１回小・中交流会 大玉中にて

7.10
おおたま学園学力向上委員会　Ｑ-Ｕ研修会
　講師　県教育センター指導主事　猪俣　雄介　先生

7.13
おおたま学園心に響く道徳の授業実践委員会　提案授業研究会
　村教育委員会　指導主事　藤原　謙　先生

大山小にて

7.14 第１回大玉村人権教育総合推進会議

7.16 友好の翼派遣事業結団式

7.17 広島平和祈念式派遣事業事前研修会

7.23
おおたま学園連携活動推進委員会　児童会・生徒会交流
（平和の願いをこめて児童会・生徒会代表が幼・小・中で製作した千羽鶴を
広島平和祈念式に派遣される代表児童・生徒に託す）

大玉中にて
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時期 内　　　　　　　　　容 備　　考

7.23 広島平和祈念式派遣事業結団式

7.28 友好の翼派遣事業～7.31 中２生台湾へ

8月 人権作文コンクールへの参加 村政策推進課

8.5
広島平和祈念式派遣事業～8.7　広島・神戸方面
　小学６年生…４名　中学３年生…２名　引率…２名

8.17
おおたま学園特別支援教育委員会　夏季研修会
　　講師：須賀川市立第一小学校　須田恵津子　先生

8.19 おおたま学園第２回全体会　おおたま学園各委員会

8.19 人権教育講演会（教職員対象）　講師：私立暁星小学校　安次嶺隆幸　先生

9月 人権に関わるアンケート実施（児童生徒） 各校にて

9.2 おおたま学園連携活動推進委員会　児童会・生徒会交流　あいさつ運動 大山小にて

9.3 おおたま学園連携活動推進委員会　児童会・生徒会交流　あいさつ運動 玉井小にて

9.10 幼・幼交流　幼稚園交流会（村民運動会合同練習） 村民体育館

9.11 先進校視察　埼玉県杉戸町立西幼稚園（参加教職員２名）

9.14
おおたま学園心に響く道徳の授業実践委員会　第２回授業研究会
　玉井小学校　山口　美由紀　先生

9.16
おおたま学園学力向上委員会　幼稚園保育研究会
　玉井幼稚園　全員

9.17
おおたま学園学力向上委員会　幼稚園保育研究会
　大山幼稚園　全員

9.17 広島平和祈念式派遣事業　派遣報告会

9.24 おおたま学園心に響く道徳の授業実践委員会　11.25公開授業案検討会 大山小にて

10.5 おおたま学園第３回人権教育推進部会

10.8
おおたま学園学力向上委員会　幼稚園保育研究会
　玉井幼稚園　全員

10.14 先進校視察　世田谷区立駒沢中学校（参加教員　５名）

10.15
おおたま学園　保健教育委員会　基本的生活習慣定着推進運動に伴う講演会
　玉井小学校　講師：郡山健康科学専門学校　楊箸　隆哉　先生

10.15
おおたま学園連携活動推進委員会　幼・小交流
　　　　　　　　　　　＊大山小学習発表会練習見学（大山幼・大山小）

10.16 おおたま学園連携活動推進委員会　幼・小交流活動（玉井幼年長・玉井小６年）

10.19 先進校視察　東京都私立暁星小学校（参加教員　７名）

10.21
おおたま学園学力向上委員会　幼稚園保育研究会
　大山幼稚園　全員

10.22
おおたま学園連携活動推進委員会　幼・小交流
　　　　　　　　　　　＊大山小学習発表会練習見学（大山幼・大山小）

10.26 おおたま学園心に響く道徳の授業実践委員会　11.25公開授業案検討会 福大にて

10.27 おおたま学園連携活動推進委員会　小・中交流　大玉中見学会（両小６年）
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時期 内　　　　　　　　　容 備　　考

10.28
おおたま学園連携活動推進委員会　幼・小交流
　　　　　　　　　　　＊玉井小学習発表会練習見学（玉井幼・玉井小）

10.29
おおたま学園連携活動推進委員会　幼・小交流
　　　　　　　　　　　＊玉井小学習発表会練習見学（玉井幼・玉井小）

10.30
おおたま学園学力向上委員会　英語科授業研究会
　大玉中学校　後藤　悠理　先生

11. 2
おおたま学園連携活動推進委員会　幼・小交流
　　　　　　　　　　　＊玉井小学習発表会練習見学（玉井幼・玉井小）

11. 9 おおたま学園連携活動推進委員会　幼・小交流（大山幼年長と大山小５年）

11.16 おおたま学園特別支援教育委員会　第２回小・中交流会 大玉中にて

11.18 おおたま学園第４回人権教育推進部会

11.25 福島県人権教育推進協議会　及び　おおたま学園公開授業研究会

12月 第１回人権に関わるアンケート実施（保護者、教職員）

12月
「学習の習慣」「家庭学習の習慣を身に付けよう」に関するアンケート（第
２回）実施（児童・生徒、保護者）

12.10 おおたま学園第５回人権教育推進部会

12.16 おおたま学園第３回生徒指導委員会

1.19
おおたま学園心に響く道徳の授業実践委員会　第３回授業研究会
　大玉中学校　山内　卓　先生

1.20 おおたま学園第５回保健教育委員会

2.2 おおたま学園第６回人権教育推進部会

2.8
おおたま学園連携活動推進委員会 第２回幼・小連携保育研究会
　玉井幼稚園　武田　由美　先生　・　橋本真由美　先生

2.8 第２回大玉村人権教育総合推進会議

2.9 おおたま学園連携活動推進委員会　幼・小交流（大山幼年長・大山小１年） 大山小にて

2.9
おおたま学園　講演会
　大山小学校　講師：郡山健康科学専門学校　楊箸　隆哉　先生

2.16 おおたま学園連携活動推進委員会　幼・小交流（玉井幼年長・玉井小１年） 玉井小にて

2.16 人権教育講演会（大山幼稚園・新保護者対象）　講師：小木曽道子　先生

2.18 人権教育講演会（玉井幼稚園・新保護者対象）　講師：小木曽道子　先生

2.22 おおたま学園第３回全体会　おおたま学園各委員会
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２ 研究の実際Ⅰ

「おおたま学園としての理論と取り組み」２ 研究の実際Ⅰ

「おおたま学園としての理論と取り組み」

道徳の授業場面
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３ 研究の実際Ⅱ

「各校園の取り組み（実践事例）と評価」３ 研究の実際Ⅱ

「各校園の取り組み（実践事例）と評価」

負けないぞー！



３ 研究の実際Ⅱ「各校園の取り組み（実践事例）と評価」

（１） 大山幼稚園・玉井幼稚園の取り組み（実践事例）と評価

１．学校紹介

○学級数

【通常の学級】 大山幼稚園 年少（４歳児） ２クラス 年長（５歳児） ２クラス

玉井幼稚園 年少（４歳児） ２クラス 年長（５歳児） ２クラス

○児童生徒数

【全園児数】 大山幼稚園 ７０人（平成２７年１２月１日現在）

（内訳：年少組 ３４名 年長組 ３６名 ）

玉井幼稚園 １０４人（平成２７年１２月１日現在）

（内訳：年少組 ５２名 年長組 ５２名 ）

○幼稚園の教育目標、人権教育に関する目標など

【幼稚園の教育目標】

《大山幼稚園》

「めざそう！夢のある子～地域と共に、自らの夢に向かって努力し、未来を拓く子どもの育成～」

○ 進んで遊ぶ子

○ 仲良く遊ぶ子

○ 元気に遊ぶ子

《玉井幼稚園》

「自分のふるさとに誇りを持ち、夢や希望に向かう子ども」

○ 自ら考える子ども

○ 心豊かな子ども

○ たくましい子ども

【人権教育に関する目標】

○ 人権尊重の精神の芽生えとしての感性や望ましい人間関係を作ろうとする基礎的な態度

を育てる。

○人権教育にかかる取り組みの全体概要

Ⅰ 人権教育フィルターを用いた保育の充実

・ 保育上における人権教育への配慮を明確にする。

・ 日々の保育の中で人権フィルターを意識する。

Ⅱ 保育の充実と改善

・ 日々の保育での人権教育を意識した実践・カンファレンス

Ⅲ 人権教育活動の環境の充実
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２．特色ある実践事例の内容

◎ はじめに

（取り組みのきっかけ）

幼児期は、生涯にわたる人間形成の基礎を培うきわめて大切な時期であり、この時期に、一

人一人の幼児の人格や個性が尊重され、人権尊重の芽生えをはじめとする豊かな人間性が育ま

れることは、その後の成長にとても重要である。

しかし、近年、核家族化、少子化、家庭の教育力の低下に伴い、幼児を取り巻く環境が人間

関係の狭小化や希薄化により、正しい判断力が育ちにくくなっている。そのため、自制心や規

範意識、自己肯定感、人間関係形成能力の育成が喫緊の課題となっている。

幼児一人一人が、自分の大切さとともに、他の人の大切さを認めることができるようにするに

は、好ましい人間関係や温かい雰囲気の中で、自他の大切さを認め、共に生きることのよさを

実感としてとらえさせることが大切であると考え、人権教育フィルターを意識した実践を積み

重ねている。

（取り組みの内容）

Ⅰ 人権教育フィルターを用いた保育の充実

大玉村の２園３校と教育委員会で組織される『おおたま学園』として作成された人権教育フィ

ルターを幼稚園用に見直した。（６４頁参照）それを週日指導案に綴じ、日々の保育において人

権教育との関連を意識しながら保育にあたれるように活用している。

Ⅱ 保育の充実と改善（実践）

（１）事例１ ～Ｋ君にも見せてあげたかったなぁ。～ 大山幼稚園 ２年保育４歳児

（フィルターⅠ－３－⑤ 自己存在感＞大切にする姿＞個に応じた手立て）

＜Ｋ児の実態＞

・ 集団生活が初めてのＫ児は多動傾向である。

・ 視覚に入るものすべてに興味がいき集まりに参加できない。

・ 丸い物を投げて回したり大きな音を出したりする。

・ みんなのまわりを歩くことが多く、集まりに参加することに苦手感がある。

－５月－

集まりの時、Ｋ児の姿を見て「どうして、Ｋ君は集まらなくて良いの？」とまわりの幼児が

集まりに参加できないＫ児に疑問を抱くようになる。教師も「そうだね。Ｋ君にもみんなと同じ

ように話を聞いて欲しいね。でも、みんなそれぞれ苦手な事ってない？Ｋ君は、じっとして話を

聞くのが苦手なんだよ。でも、みんなが話を聞いたり楽しく踊ったりしていると、もしかして交

ざってくるかもしれないね。だから、みんなには集まりをする時お手

本になって欲しいんだ。」と幼児たちに協力の依頼をしていった。

この結果、女児を中心にＫ児を誘い砂遊びやシャボン玉遊びを楽し

むようになる。Ｋ児は、友達との遊びが楽しかったことで１学期後半、

友達に興味を持つようになる。
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－９月上旬－

Ｋ児が友達に興味を持ち始めてきたので、支援員と話し合い危険のない限り見守るなど、個に

応じた支援をしていった。Ｋ児は集まりの時、気に入った友達の傍らに座り落ち着いて参加でき

るようになる。

－９月中旬－

運動会前Ｋ児が欠席した日、運動会のテーマのドラえもんから手紙

が届く。全クラスが遊戯室に集まり大喜びでドラえもんからの手紙を

読んでもらった。Ｎ児から「ドラえもんからのお手紙、Ｋ君にも見せ

てあげたかったなぁ。」との言葉が聞かれた。

（２）事例２ ～「力、貸して！！」 運動会の練習より～ 玉井幼稚園２年保育４歳児

（フィルターⅠ－３－④ 自己存在感＞大切にする姿＞承認・称賛の言葉かけ）

＜Ａ児の実態＞

・ こだわりが強い。

・ 自分の思いを優先しようとする。

・ 想定外のことに出会うと、怒って手を出したり噛みついたりする様子が見られる。

・ 集団活動や課題活動に対して、「できない」「面倒くさい」「疲れる」など苦手感がある。

・ 友達とのトラブルから、教師に注意される機会が多いため、クラスの友達に「悪い子」

と思われがちな面がある。

－９月上旬－

室内にこもりがちなことから、戸外遊びに誘うが「外は暑いから嫌だ。」と言って室内でやり

たい遊びに取り組んでいた。反面、自分を見てほしいという気持ちが強く自分の近くにいる教師

を誘って遊ぼうとする姿が見られる。Ａ児の思いに寄り添うため、全職員で共通理解を図り、１

対１でかかわる時間も大切にし信頼関係づくりに努めた。

－９月中旬－

運動会の練習のため、Ａ児を誘う。しかし、「暑いから行かない。」「面倒くさいから行かない。」

と言い、ブロック遊びをしていて戸外に出ようとしない。教師が無理に手を引こうとすると、腕

に噛みつこうとした。Ａ児のブロックで遊びたい気持ちを受け止め、時間を置いてから再度誘

う。「ブロック持って行ってもいいから、みんなのところに行こう。」と誘うと、ブロックを持っ

て、園庭に出てきた。遊戯の練習では、離れた場所でブロック遊びをしながら友達の様子を見て

いるだけであった。大玉転がしの練習の時には、Ａ児は足が速いことから、クラスの子ども達み

んなで声をかけてみるよう提案した。「Ａ君、力貸して。」とクラスの友達に呼ばれると、「わか

ったよ。」と少し照れながら、自分のチームの場所に行き、参加する

ことができた。その後も、その時々のＡ児の気持ちを受け止めながら、

目標を持たせ取り組ませる過程で、小さな頑張りを認めるかかわりを

継続していく。

31―　　―



－９月下旬－

Ａ児のやりたいことに寄り添いながら活動を進めていった。戸外でみんなと運動会の練習に

参加できたことがきっかけとなり、外に出る機会が増え始める。個人競技の練習では、自分にと

っての競争相手Ｂ児を決め、Ｂ児との競争を楽しみにする姿が見られ

るようになった。遊戯に対しては運動会近くになると、教師に誘われ

自分の踊る場所に向かい、その場に立っていることができるようにな

っていった。運動会の練習を通して、教師がＡ児の姿を受け止めかか

わっていったことで、友達にも認められるようになり、仲の良い友達

ができてきた。

（３）事例３ ～「悪いことだと分かっているのに、やっちゃった・・・。」～

大山幼稚園 ２年保育５歳児

（フィルターⅠ－３－⑥ 自己存在感＞大切にする姿＞具体的な方法の提示）

＜Ｈ児の実態＞

・ 身の回りのことは、ある程度できている。

・ とても慎重な性格で、何かをする度に教師に同意を求めることが多い。

・ 製作活動では、取り掛かるまで時間がかかる。

―１０月中旬―

いつも虫探しを一緒に楽しんでいるＲ児とＳ児から離れて、Ｈ児はブランコで遊んでいた。離

れた場所で、虫探しを楽しんでいたＲ児とＳ児が虫の取り合いからトラブルになった。トラブル

によってＳ児は芝生に倒れこんでしまう。そこへ、突然Ｈ児が走ってきてＳ児のそばにあった虫

カゴを、倒れ込んでいるＳ児の頭へ向かって蹴ってしまう。

教師 「どうしたの？」

Ｈ児 「・・・。」黙り込んでしまう。

Ｓ児 「Ｈ君、どうして頭にぶつけたの？痛かったよ。」

Ｈ児 「ごめんなさい・・・。」

Ｓ児 「いいよ。」その場を去っていった。

教師 「どうして、虫カゴを蹴ったの？」

Ｈ児 「ごめんなさい。」

なぜ、Ｈ児が虫カゴを蹴ってしまったのか理由を知りたくてもう一度聞いてみた。

教師 「どうして、蹴ったの？Ｒ君とＳ君のケンカ見てたの？」

Ｈ児 「・・・。」「ごめんなさい・・・。」

どうして蹴ってしまったのか、自分でも分からない様子だったので、少し時間を置いて自分で

考えるよう伝えた。

Ｈ児 「悪いことだと分かっているのに、やっちゃった・・・。」

教師 「悪いことだと分かっているなら、どうしてやっちゃったの？」

Ｈ児 「・・・。」答えられずにいた。

結局、なぜ虫カゴを蹴ってしまったのかの理由は答えられないままだった。
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－１０月下旬－

普段使わない約束になっている遊戯室のステージで、こっそり遊んでいた。たまたま教師がそ

の姿を見かけた。教師の顔を見るなり、近づいてきた。やさしい表情で迎えた。

Ｈ児 「ごめんなさい。悪いことだと分かっているのに、やっちゃ

った・・・。」

教師 「悪いことだって分かっているんだね。今度は、気を付けよ

うね。」と静かに言葉をかけ次からはどうしたらよいか方法

を知らせた。

（４）事例４ ～「Ａくん、すごいね。」ドッジボール遊びから～ 玉井幼稚園 ２年保育５歳児

（フィルターⅢ－１－③ 自己選択・自己決定＞活動内容、教材の選択＞選択できる環境）

＜Ａ児の実態＞

・ 担任や保育室等の環境が変わったため、新しい環境に戸惑い、表情や態度に硬さが見られ

る。

・ まじめで決まったことを忠実に守ろうとする。

＜学級の実態＞

・ ルールのある遊びでは、ルールの理解の早い幼児が中心となり、遊びを進めている。

・ 自分の思いを強く主張するが、事が足りると周りの話をあまり聞けなくなる。

・ 困ったときは教師に頼ることが多い。

－５月－

ドッジボール遊びでは、ルールの理解には個人差があり、ルールを守れずトラブルになること

が多い。遊びを継続させていくため、教師が中心となって関わっていくことが必要であった。

Ａ児はルールの理解が早く、積極的に遊べるが、ルールが守れない友達を見つけると教師に伝

えたり確認したりする姿が見られた。教師は、その姿に対してＡ児が友達に対して自分で判断し

て自信を持って伝えられるようになってほしいという思いから、みんなの前で教える機会を持

てるように援助していった。それによって、Ａ児は友達から認められるようになっていった。

－６月－

ドッジボールをするには、大人数で遊ぶほうが楽しめることが分か

り、クラスを越えて繰り返し誘い合って遊ぶ姿が多くなった。その中

で、ルールも分かりボールの扱いもうまいＡ児は、周りの友達からも

認められる機会が多くなり、表情も明るく自分らしさを発揮できる姿

へと変わっていった。

また、クラス対抗でドッジボールを楽しむ機会を設けたことで、勝

つために、友達と力を合わせて取り組むなど、クラスのつながりも深まっていった。

Ⅲ 人権教育活動の環境の充実

○ 人権に関連する絵本を活用し、普段の保育の中での読み聞かせや週末の絵本貸し出しによ

る家庭での読み聞かせの充実を図り、人権教育への関心を高めていった。
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３．実践事例の実績、実施による効果

Ⅰ 人権教育フィルターを用いた保育の充実

○ 人権教育フィルターの項目には、保育を行う上での基本的なことが挙げられている。日々の

保育の振り返りの中で、その項目を意識し、役立てることができた。

Ⅱ 保育の充実と改善

＜事例１より＞

・ 「集まりに参加できないこと」を「誰にでもある苦手なこと」と意味づけし、他児への理解

促進に努めていったことで、自然とＫ児を受け入れていく雰囲気づくりにつながった。

・ 教師が一人一人を大切にし、その時々に合った手立てをしていくことで、教師の姿がモデル

となり、友達を大切にしようとする思いやりの気持ち、優しい心が育っていくと思われる。

＜事例２より＞

・ 自分の行動に強いこだわりを持っているＡ児に対し、やりたいことへの教師の気付き、運動

会の練習に対しての気持ちの把握、小さな目標設定と目標達成での言葉かけ、教師が認め気持

ちを代弁するなど支援を行ってきたことで、クラスの友達もＡ児を受け入れかかわって遊ぶ

姿が見られるようになり、Ａ児も認められる喜びから集団生活にも気持ちが向き始めたと思

われる。

・ 幼児の興味関心に応じて支援を心がけていくことで、心の安定につながると思われる。今後

も情報交換（カンファレンス）を通して、Ａ児に対するかかわりを園全体で共通理解し、同じ

方向性で支援していくことでよりよい姿につなげていきたい。

＜事例３より＞

・ カンファレンスを継続していった結果、Ｈ児は自分で判断して行動する力や善悪の判断が

まだ未成熟であることを共通認識した。そこで、今後もカンファレンスを継続し、Ｈ児の様子

を探っていくと共に、見守りや具体的な方法の提示により自己選択・自己決定をさせる活動

を意図的に取り上げ、自分で判断して行動する力の育成を図ることが重要であると思われる。

＜事例４より＞

・ ドッジボールをきっかけに友達から認められる機会が増えたことで、自分らしさを発揮し、

Ａ児はのびのびと活動できるようになったと思われる。

・ 幼児たちが興味を持っているドッジボールを、いつでも楽しめるように園全体で環境を整

えたことで、じっくりと遊び込めるようになったと思われる。

・ 幼児たちの内面や行動の背景を探り、教師間で共通理解し、認めたり励ましたりする機会に

つなげ、一人一人が自信を持って行動できるようにしていくことが重要であると考える。

Ⅲ 人権教育活動の環境の充実

○ 絵本の読み聞かせを通して、登場人物の気持ちを考えたり自分と重ね合わせたりすること

で、思いやりやいたわりの気持ちを持てるようになってきている。今後も継続し、幼児たちの

より良い成長につなげていきたい。
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４．実践事例についての評価

○ 成果

・ 幼児のありのままの姿を受け止め、個に応じた支援や環境構成をしていくことで、安心して

自分を出せる姿につながっていくことが分かった。また、教師の一人一人を大切にする姿勢が

モデルとなり、クラスの幼児にもその雰囲気が伝わることで、友達を大切にしようとする温か

い気持ちは育っていくものと思われる。

・ 日頃より、職員間でカンファレンスを行うことで、担任だけではなく、多くの目で幼児の

姿を読み取ることができ、次への適切な手立てを講じることができた。また、職員間での共通

理解が図られ、同じ方向性で支援していくことができ、効果的であった。

・ 幼児の興味・関心、発達の姿に応じて自分で考え、選択できる環境を整えたことで、幼児が

遊びにじっくり取り組み、友達関係が深まっていった。その中で、友達を認めたり認められた

りする経験が自信となり、次の活動への意欲につながっていくと思われる。

○ 今後の課題

・ 日頃、何気なく行っていた保育に対して、今回の研究に取り組んできたことで、幼稚園教

育はすべてが人権教育とつながっていることを改めて認識することができた。それに加え、

教師自身がいかに意識するか、その力を身に付けていくかが大切であると思われる。今後も、

教師が意識し、幼児一人一人を大切にし、特性や育ちに応じた支援を行い、自尊感情を高め、

豊かな人権感覚を育んでいけるように努めていきたい。
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（２） 大山小学校の取り組み（実践事例）と評価

１．学校紹介

○学級数

【通常の学級】１０学級 【特別支援学級】１学級 【合計】１１学級

○児童生徒数

【全児童生徒数】 ２０６人（平成２７年１２月１日現在）

（内訳：１学年３７名 ２学年２８名 ３学年３７名 ４年４２名 ５年２８名 ６年３４名 ）

○学校の教育目標、人権教育に関する目標など

【学校の教育目標】

めざせ、夢に向かってがんばる子

・進んで学習する子 ・なかよく助け合う子 ・健やかでたくましい子

【人権教育に関する目標】

自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができるようにする。

（１）自己肯定感を高める。

（２）他者理解を深める。

○人権教育にかかる取り組みの全体概要

Ⅰ 人権教育フィルターを用いた各教科の授業づくり

・ 指導上における人権教育への配慮を明確にする

Ⅱ 道徳授業の充実と改善

・ 人権意識を高めるための資料の選定

・ 書く活動と役割演技の取り入れ

・ 自己の振り返りの場の設定

Ⅲ 人権が尊重される環境づくり

・ 掲示等による学習や体験等の価値付け

２．特色ある実践事例の内容

◎ はじめに

（取り組みのきっかけ）

平成２６年度から２７年度にかけて大玉村は福島県教育委員会から人権教育総合推進地域事

業の委託を受けた。それに伴い本校では現職共同研究推進の基盤に「人権教育」を位置付け「生

きる力を育てる大山の教育～子ども一人一人を大切にし、人権尊重の意識を高める活動をとお

して～」を研究主題とし実践を積み重ねてきた。

（取り組みの内容）

Ⅰ 人権教育フィルターを用いた各教科の授業づくり

人権教育は、道徳教育や総合的な学習で人権に直接関わりのある内容を対象とするだけでな

く、あらゆる教育活動の基底にあるものである。各教科本来の目標を達成する過程で人権教育で

育てたい資質・能力が培われると考える。各教科で学習指導案を立案するとき、人権教育フィル

ターを活用し関連させたところを明記してきた。
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（１）算数科（３年）

本指導上における人権教育への配慮

（Ⅰ-１-① 学習内容や活動に応じた学習形態

（座席・グループ等の工夫）

学習内容について確認し、学ぶ必然性を感じるような場

面や学習形態を設け、自分でよく考えたり友達と力を合わ

せたりして、学習課題に取り組めるように働きかければ、

学習に対し、主体的に取り組み、自分の力を高めながら学

び合えるようになる。

（２）国語科（５年）

本指導上における人権教育への配慮

（Ⅲ-２- ① 他者の考えや表現のよさに気付き、学ぼうとする態度を育てる。）

他者の考えや表現のよさに気付くことにより、自

分の考えをより深めることができる。

また、自分の考えをもつことが難しい児童にとっ

ては、他者の考えや表現に耳を傾け、そのよさに気

付くこと自体が、自分の考えをもつことにつながり、

意欲的に学習に参加することができるようになる。

（３）特別支援学級「なかよし学級」

本指導上における人権教育への配慮

（Ⅰ‐２‐④ 協力して活動できる場を工夫する。）

グループ編成に配慮して、協力できる場面を設定する。

（Ⅱ‐２‐① 他者の考えや表現のよさに気付き、学ぼうとする態度を育てる。）

自分や友達の長所に気付き、認め合うことができるように、具体的な長所を示し、長所に気

付いたら、児童がそれを表示できるような、長所カード等を利用する。
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Ⅱ 道徳授業の充実と改善

（１）道徳授業（６年 ６月）

① 人権意識を高める資料の選定

子どもたちの中には、見た目やちょっとした失敗で人を差別し、見下したような言動をと

る子どもがしばしば見受けられる。こうしたことを防ぐために、見た目や失敗をあげつらう

ことのひどさについて考えるとともに、人と違うことを当たり前のこととして捉えていこ

うとする態度を育てていきたい。そのための資料として、ＮＨＫ教育テレビの番組で、実際

に顔の痣のせいで差別を受けてきた方のドキュメンタリー映像を活用した。普段の道徳で

は読み物資料を使うことが多いが、差別を受けた方の生の姿や本音を聞くことで、衝撃を受

けていた。読み物とは違って、現実の問題として差別を考えることができ、思いを深めるこ

とができた。

② 自己の振り返りの場の設定

本時では、差別をした経験を問うた。いきなり人前で話させるのは難しいし、本音が出て

くるとは思われない。そこで、ワークシートに書かせ机間指導でいつも以上にたくさんの児

童に声かけをし「この時、どんな気持ちだったの。」と、話を聞き出すようにした。さらに、

話し合いでは意図的指名を心がけ、安易な言動で友達を傷つけてしまわないようにしたい

という気持ちを共有することができた。

（２）道徳授業（１年１１月）

① 書く活動と役割演技の取り入れ

低学年の道徳では、役割演技を取り入れ

ることが多くある。役割演技を取り入れる

よさは、語彙力や表現力が未熟な低学年が、

自己表出をする一つの手立てとなるからで

ある。

本時では、おおかみとうさぎ、おおかみ

とくまの関わりの中で役割演技を取り入れ

ることも考えられたが、本学級の児童の実

態からあえて書く活動を重視した。

役割演技を取り入れる場合には、役割演

技をしている児童の表情や言葉を教師がしっかりと捉え、ほかの児童が気付いていない道

徳性を伝えていくという教師の役割が大切である。どのような場面で役割演技が必要か、役

割演技に隠された児童の考えを教師がいかに見取り伝えていくかが今後の課題である。

② 自己の振り返りの場面の設定

資料から離れて自分自身を振り返る際に、児童はすぐに自分のことを思い起こせない場

合がある。本時では、それまでの児童の行動の記録やアンケートなどから実態を把握し、思

い出せない場合は教師側から知らせるようにした。十分な時間が確保できず手紙に書くこ

とができない児童もいたが、教師が知らせることで自分の振り返りができたように思う。
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Ⅲ 人権が尊重される環境づくり

諸行事等を振り返り、掲示等で児童の目に見える形で称賛したり価値付けしたりすれば、児童

の健全な自己肯定感が育つとともに友達のよさにも気付くであろうと考え、掲示を重ねてきた。

学校では、年間を通じて様々な活動を行っている。これ

までも児童の活動の様子や成果を捉えて称賛していたが、

本年度は、行事や日常の活動の様子を写真とともに児童の

よさや称賛の言葉を吹き出しにして、昇降口掲示板に掲示

した。

児童は常に目的を達成しようと活動している。その活動

の中には頑張りだけではない児童のよさがたくさん現れて

いる。掲示を見ることで、改めて自他のよさを実感できる

ようにした。さらに、人権教育というフィルターを通して

の価値付け（「がんばってうれしかった」「異学年なかよく」

「お互いを大切にできる」「一人一人の命の重さ」…）を行

い、自分たちの活動がどのような意味をもつのかというこ

とにも気付かせようとした。

３．実践事例の実績、実施による効果

Ⅰ 人権教育フィルターを用いた各教科の授業づくり

○ ＴＴによる指導の効果を上げるために、日々の授業から人権教育フィルターを意識し、児童

一人一人を大切にした指導をを行うことで子どもの学習意欲を高めることができた。

○ 考えを交流する活動や学習の振り返りの場を充実させることにより、互いの考えのよさを

伝え合うことができるようになってきた。また、友達の考えのよさに気付くことにより、自分

の考えを深めることができるようになってきた。

○ 協力を必要とする製作活動を設定することにより、友達にやさしく教えようとする気持ち

や感謝する気持ちなどが芽生えてきた。そして、予め長所にはどんなものがあるか話し合って

おいたことで、製作活動を行う際に自分や友達の長所に気付くことができた。

Ⅱ 道徳授業の充実と改善

○ 事後研究会では、アクティブ・ラーニングという手法に則って道徳の授業を進める方法が

紹介された。１時目に資料を視聴し感じたことを自由に発表させ、２時目には出てきた話題

の中から話題を絞り考えを深めていく。「児童が自ら学ぶ学習方法」の一つとして実践してみ

たいと感じた。

毎年実施している「広島平和祈念式派遣に伴う千羽鶴づく

り」も、戦争や平和について考えるのみならず、それが一人

一人の命を大切にすることを伝えた。人権教室や高齢者擬似

体験とともに『他を大切にする心』と価値付けした。
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○ 書く活動によって、登場人物の気持ちを自己との関わりの中で考えることができた。普段の

児童の実態がそのまま表出されている記述がたくさんあった。発表だけでは後に残らないが、

書く活動を取り入れ書いたものを累積することによって、その児童が今後どのように道徳性

が高まっていくか見取ることもできる。

また、記録の累積は評価に役立てることもできる。（ポートフォリオ評価）

Ⅲ 人権が尊重される環境づくり

○ ５月から１２月まで６回の掲示を行った（今後も継続）。掲示を重ねるごとに児童一人で、

また、友達と掲示物を見ている様子が多く見られるようになった。下学年は、写真の中に自分

や兄弟姉妹、縦割り班の上級生など見つけうれしそうにしていた。上学年になると、真剣に吹

き出しの内容を読んでいる児童も多くいた。

掲示することにより、自分(たち)の行動やそのときの気持ちを振り返りながら自他のよさ

を認め合う場になっていたと思われる。特に、高学年児童の中に以前よりも自信をもって活動

する児童が増えたことを実感できた。

４．実践事例についての評価

○ 成果

・ 各教科で人権教育フィルターを活用し人権に配慮した授業を行うことによって、児童の学

習意欲が増した。

・ 授業の中に互いの考えを交流する場や振り返りの場を設定することで、友達の考えのよさ

に気付いたり、自己肯定感や他者理解を深めることができた。

・ 道徳では、人権について児童が自分のこととして考えられるような資料（映像ドキュメン

タリー等）を選んだり、書く活動や役割演技を取り入れたりすることで児童がより深く自分

を見つめることができた。

・ 授業や行事での人権に関わる場面を継続的に掲示し価値付けを行うことで、児童の自己肯

定感（自信）が高まった。

○ 今後の課題

・ 各教科の授業や道徳で取り組んだ内容について情報を共有し、さらに効果的な実践を進め

ていきたい。

・ 道徳の授業については、人権について深く考えることのできる資料を開発し、児童が自ら

をよく見つめ、自ら考えるアクティブ・ラーニングを目指していきたい。

・ 道徳の評価については、児童が書いたものや教師による観察記録を累積し評価するポート

フォリオ評価の活用を進めていきたい。
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 （３） 玉井小学校の取り組み（実践事例）と評価 

 

１．学校紹介 

○ 学級数 

【通常の学級】１２学級 【特別支援学級】２学級 【合計】１４学級 

 

○ 児童生徒数 

【全児童生徒数】 ２８４人（平成２７年１２月１日現在） 

（内訳：１学年５２名 ２学年４４名 ３学年５０名 ４学年４６名 

    ５学年５０名 ６学年４２名 ） 

 

○ 学校の教育目標、人権教育に関する目標など 

【学校の教育目標】 

自分やふるさとに誇りを持ち、夢や希望に向かう子ども 

・自ら考える子ども ・心豊かな子ども ・たくましい子ども 

【人権教育に関する目標】 

○ 自分も大事 他人も大事の心を育てる。 

（１） 自分も他の人も大事にする心の涵養と態度の育成 

（２） 道徳の時間の充実 

  (３） 人権意識を高め居心地のよい人間関係を作るための環境づくり 

 

○ 人権教育にかかる取り組みの全体概要   

Ⅰ 人権教育フィルターを用いた各教科の授業づくり 

 ・ 指導上における人権教育への配慮を明確にする。 

Ⅱ 道徳授業の充実と改善 

Ⅲ 人権意識を高め居心地のよい人間関係を作るための環境づくり 

 

２．特色ある実践事例の内容 

◎ はじめに 

（取り組みのきっかけ） 

  大玉村は平成２６年度から平成２７年度の２年間、福島県から人権教育総合推進地域事業の

委託を受けた。それに伴い、本校では現職教育の柱を「人権教育」とし子どもたちに「自分も

大事、他人も大事」の心を育てていきたいと考え、実践を積み重ねている。 

 

（取り組みの内容） 

Ⅰ 人権教育フィルターを用いた各教科の授業づくり 

文部科学省から出されている「人権が尊重される授業づくりの視点例」を参考に、大玉村２

園３校と教育委員会で組織される「おおたま学園」では、人権教育フィルターを作成している。

人権教育フィルターは、日々の授業実践において、人権教育との関連を念頭に置き、人権教
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育との接点を明確にするために活用している。日常の教育実践において、児童同士がお互いを

大事にする態度の育成や教師自身が授業や児童理解において、「人権教育のここにポイントを

当てて行っている」ということを示したり意識したりするために用いている。 

本校では、児童生徒の意識調査の結果から、人権教育フィルターの「Ⅰ 自己存在感を持た

せる支援の工夫」「Ⅱ 共感的人間関係を育成する支援の工夫」に重点的に取り組み、自己肯

定感を高めようと、日々の教育実践を行っている。 

人権教育フィルターを意識した教育実践をすることで、「友達の意見や考えをよく聞く」子

ども（傾聴・容認）を育てたいと考える。真剣に聞いてもらっていることにより、受容（受け

入れられている）容認（認められている）感覚が高まり、安心感や自己肯定感が高まる。私た

ちは、「自分の考えや思いを大切にしてもらっている子どもは、友達のことも大切にする」と

考え、授業実践に取り組んでいる。 

   

     

 

Ⅱ 道徳授業の充実と改善 

  人権感覚を高めるために、「子ども自身の生き方を問う（今までの自分を振り返る、これか

らの自分について考える）」道徳教育の果たす役割はとても大きい。 

本校では、道徳の時間を「他者尊重があっての自己主張ができる時間」「内容・項目につい

て自分事として考える時間」としてとらえている。道徳の時間の中に、よい意味のディスカッ

ションや動的な活動（表現活動を仕組んで自己決定させる）を取り入れ、深く考える道徳の実

践に試行錯誤しながら取り組んでいる。 
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＜４年生 道徳の授業より＞ 

    

  授業前段で「正直ものさし」を取り入れ、そこにネームプレートを貼ることで、児童の現在

の道徳的価値の自覚を可視化した。その後、グループ内での考えの交流や友達の考えを聞くこ

と、自分の経験を踏まえた主人公への手紙を書くこと等を通して、「正直」という内容項目に

ついて深く考えさせることができた。終末に「正直ものさし」の自分の位置は変わったかと問

うと、「みんなの考えを聞いて変わった」「天使がおりてきた」という表現があり、ほとんどの

児童が、「正直に言うこと」をこれからの生き方に結びつけることができた。 

 

 

＜２年生 道徳の授業より＞ 

    

 「自分の前に困っているおばさんがいたらどうするか」について、ワークシートに書いた心の

声をみんなの前で話したり、動作化したりすることで、友達と自分の考えを比較することがで

き、考えを深めることができた。展開後段では、価値観の四類型（親切にできない・親切にす

ることが少ない・多い・進んでできる）を用い、普段の自分はどうであるかをネームプレート

を貼らせて振り返らせた。これらの学習活動により、親切にすることについてこれからどうし

ていこうか考えることができた。 
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Ⅲ 人権意識を高め居心地のよい人間関係を作るための環境づくり 

（１）学級掲示板 

教室の掲示板に「気持ちのよい言葉づかい」「ふわふ

わ言葉」「心をホッとさせる言葉」を集めたコーナーを

設置した。子ども達が考えた、又は発した「みんな仲良

くなれる、ハッピーになれる、うれしくなる」言葉を集

めたものである。 

そこに、教師の「心が温かくなるね」「笑顔になるね」

などのコメントが添えられている。日常生活は、言葉で

溢れている。友だち関係をよくしていくのも、自分の心を育てていくのも「言葉の力」は大き

いものがある。よい言葉を知らせ、使わせることで、友だちや自他を大切にする心を育ててい

る。 

 

（２）おもいやりの木（体育館掲示→児童昇降口） 

上級生や友だちに親切にしてもらったことへの感謝               

の気持ちを相手に伝えたり、みんなに紹介したりする 

ことで、より多くの人々への「おもいやり」の気持ち 

を持つことのよさを伝えている。 

・ 感謝の気持ちをカードに記入する。 

・ 昇降口の掲示板にカードを貼っていく。 

・ おもいやり週間期間に掲示する。 

・ 放送で呼びかける。 

・ 学習発表会当日は、体育館内に設置し、保護者に紹介した。 

 

（３）人権コーナー 

  廊下に「人権コーナー」を設置した。ここに、人権作文と人権ポスター、人権標語を掲示し、

たくさんのよい考えや様々な考えを知ることで、自分の生き方や人間関係の築き方などの参考

にさせている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）Ｑ―Ｕアンケートの実施 

  ６月に全校児童を対象としてＱ―Ｕアンケートを実施し、学級集団の傾向と児童の満足度を

把握し、よりよい学級集団となるような手立てや要支援群にいる児童への早急の対応の資料と

している。 
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３．実践事例の実績、実施による効果 

Ⅰ 人権教育フィルターを意識した各教科の授業づくり 

○ 人権教育フィルターの項目を見てみると、授業を行う上で基本的なことが列挙されている

人権教育だからといって、特段変わったことを行う必要はなく、人権教育は、普段の教科学

習や道徳・特別活動の中で十分に実践できるものである。 

○ 「教科・道徳・特別活動の本質をとらえた授業」＝「子どもにとってよい授業」を意識し

て授業実践に取り組むことが大切である。 

普段の授業の中で展開される「個に配慮する手立て」「個が生きる手立て」「生き生きと

学び合う手立て」などの指導上の留意点が、教師の人権意識・人権感覚なのであることを

確認することができた。 

Ⅱ 道徳授業の充実と改善 

○ 特別な教科「道徳科」を意識し、これまでの登場人物の心情変化を問う展開だけではなく、

道徳科というものを柔軟にとらえることが大切である。表現活動を通した自己決定場面や道

徳的価値そのものについての発問、効果的なゲストティーチャーの活用など、深く考える道

徳について実践・追究することができた。 

Ⅲ 人権意識を高め居心地のよい人間関係を作るための環境づくり 

○ 言語環境を整えることはとても大切である。子どもたちがいつでも目にすることができる

場所に、「よい言葉」や「心温まる言葉」を掲示することで、子ども自身がこの言葉を使っ

てみようという意識が芽生え始めてきた。「よい言葉」を発した時の教師の称賛が、さらに

言語環境の高まりにつながってきている。 

 

 

４．実践事例についての評価 

○ 成果 

・ 現職教育と人権教育を関連付けて、校内研修を２年間にわたり実施してきた。一人一回行

う研究授業では、指導案に「本指導上における人権教育への配慮」を項目立てて記載するこ

とにより、子どもに育てたい人権意識を明確にすることができた。教師の人権感覚の高まり

が子どもの人権意識の向上につながった。 

・ 言語環境を整えることにより、よい言葉を使おうという意欲を高めることができた。常に

よい言葉が目に入り、教師が意識付けを図ることで、子どもが発する言葉が少しずつよくな

りつつある。 

○ 今後の課題 

・ 計画的継続的に人権教育を実施するためには、単元配当表などに各題材と人権教育（人権

教育フィルター等）との関連を示すことが重要である。このことにより、人権教育を「点で

とらえる」のではなく「線でとらえる」ことができるようになる。教育課程編成で共通理解

を図り、段階的に改善を図る必要がある。 

・ 「人権に関するアンケート」や「Ｑ―Ｕアンケート」の結果を分析し、実効的な手立てを

講じていく必要がある。そのための時間確保は重要である。 
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（４） 大玉中学校の取り組み（実践事例）と評価

１．学校紹介

○学級数

【通常の学級】９学級 【特別支援学級】２学級 【合計】１１学級

○児童生徒数

【全児童生徒数】 ２４４人（平成２７年１２月１日現在）

（内訳：１学年８２名 ２学年８０名 ３学年８２名）

○学校の教育目標、人権教育に関する目標など

【学校の教育目標】

・意欲をもって学ぶ生徒 ・認め合い高め合う生徒 ・自ら心身を鍛える生徒

【人権教育に関する目標】

○ 自他を大切にする人権教育の育成

（１）自他を大切にする心の涵養と態度の育成

（２）道徳の時間の充実

○人権教育にかかる取り組みの全体概要

Ⅰ 人権教育フィルターを用いた各教科の授業づくり

・ 指導上における人権教育への配慮を明確にする。

・ 研究授業のみならず、通常の毎日の授業でフィルターを活用する。

Ⅱ 主に教師側の働きかけによる人権教育（啓発活動）

Ⅲ 生徒の活動による人権啓発活動

２．特色ある実践事例の内容

◎ はじめに

（取り組みのきっかけ）

大玉村は平成２６年度から平成２７年度にかけて２年間、福島県から人権教育総合推進地域

事業の委託を受けた。それに伴い、本校では現職教育の研究主題を「自他の人権を尊重する生徒

の育成」とし、実践を積み重ねている。

（取り組みの内容）

Ⅰ 人権教育フィルターを用いた各教科の授業づくり

文部科学省から出されている「人権が尊重される授業づくりの視点例」を参考に、大玉村の

２園３校と教育委員会で組織される「おおたま学園」として、人権教育フィルターを作成した。

人権教育フィルターは、日々の授業実践において、人権教育との関連を念頭に置き、人権教育

との接点を明確にするために活用している。

日常の授業実践において、生徒同士が人権に配慮し合う環境の醸成及び教員が生徒の人権に

配慮した授業を展開するために活用した。

２７年度はさらに週学習指導案に実践シート（チェックシート）を綴じ、日々の授業を振り

返る場を設けた。（実践シートは資料参照）
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Ⅱ 主に教師側の働きかけによる人権教育（啓発活動）

（１）総合的な学習

① １学年 救命救急法講座の実施（８／２８）

心肺停止は身近なところでも起こり得ることであり、正しい知識と勇気をもてば救える

命があることに気付かせる。心肺停止状態の人を目撃した時、周りの人と協力してどのよ

うに行動して命を助けるのか、正しい知識と実践しよう とする態度を育てる。また、ＡＥ

Ｄの正しい使い方を理解させ、命に関わることなので、大きな声で応援を呼び、友だちと

協力して一生懸命に取り組ませる。以上の留意事項をもとに、消防官を講師に招き、実施

した。

② １学年 命と性の講話の実施（８／２７）

多くの大人は、性知識は「自然に覚えるもの」、「寝た子を起こすな」、「早くから教える

なんて」などという意識をもっている。その一方、性教育に対する保護者の強い要望、性

教育が既に家庭教育だけでは補いきれない時代になっている。そこで、人権教育として、

一人ひとりが「違い」を認め、自分と他者の命を侵してはならないことを考えさせる機会

とした。

③ ２学年 職場体験学習の実施（８／２７）

「礼儀・あいさつ・言葉遣い・態度・そして人権」にスポットを当て、地域内での職場

体験を実施した。自分の体験してみたい事業所を選び、働くことの意義や喜びそして大変

さを理解する中で、人間関係の構築の仕方や相手を思いやる心などを学んだ。毎日の生活

の中でそれを生かしていけるよう、そして、人を大切にするという「人権」についても各

自がテーマを決めて調べ、経験したこと・感じたことを壁新聞にまとめた。

④ ３学年 地域学習の実施

４月に修学旅行を実施し、関西地方の歴史と文化を見聞し、また、阪神淡路大震災から

の復興の足跡を見学し、壁新聞にまとめた。

（２）人権コーナー

昇降口に「人権コーナー」を設置した。普遍的な課題と１２の個別的な課題について新聞記事

を中心に掲示し、生徒へ啓発活動を行った。（月２回程度の更新）
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（３）Ｑ―Ｕアンケートの実施

５月に全校生徒を対象としてＱ―Ｕアンケートを実施し、学級集団の傾向と生徒の意識を把

握し、よりよい学級集団となるような手立てや要支援群にいる生徒への早急の対応の資料とし

た。

（４）食育

① 食に関する指導

・８月３１日（月）２学年対象 講師：学校給食センター栄養教諭

・９月２９日（火）３学年対象 同上

・平成２８年１月 １学年対象

② 朝食を見直そう運動週間

６月、１１月に全校生徒を対象に朝食内容等の調査を行った。

③ 食物アレルギー対応

アナフィラキシー既往がある生徒に対し、学校で配膳の個別対応をしている。

④ 肥満指導（個別）

高度肥満の生徒を対象に、養護教諭が肥満指導を行った。

（５）生活指導

① 迷惑調査とＳＮＳ調査

迷惑調査とＳＮＳ調査は、学期に一度実施した。迷惑調査では、どのようなことが迷惑な

のか、具体例を挙げ、「されたことがある・きいたことがある・ない」の３つの点を選択さ

せて調査している。されたことがある生徒についてはすぐに対応し、解決に向けて取り組ん

だ。また、指導の際は、教師側で共通理解を図り、指導する側、フォローする側に分かれ、

チームで対応した。また、迷惑をかけられた側にも人権があり、人権を無視するような行為

は絶対にしてはならないと強く指導できた。ＳＮＳ調査では、生徒のソーシャルネットワー

クサービスの利用状況を知る上で、保護者にその危険性や学習への支障を啓蒙したり、具体

的な数値で実態を把握したりするのに役立てた。

② 生活実態調査

生活実態調査においては、無記名とし、パソコンで詳しい生活実態調査を行った。友人関

係から家庭生活、他校生との関わりを調査することで交友関係や自宅外での活動範囲を知る

ことができた。また、メールの１日の回数や利用時間なども知ることができ、保護者への啓

発を行うことができた。

Ⅲ 生徒の活動による人権啓発活動

（１）生徒会本部活動

① あいさつ運動

毎朝、校門に立ち、あいさつ運動を行った。他の委員会・部活動とも協力することで多く

の生徒があいさつを交わすことができた。各委員会・部活動は輪番制で、「全校生徒」があ

いさつを呼びかける立場を体験した。目を見てあいさつをすることの重要性や、あいさつを

して返されたときの気持ち、逆に返されなかったときの気持ちなど、考えることができた。

また、あいさつは自分を認め、他者を認めるという人権尊重の第一歩であることを全校生
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徒が確認したことは意義が大きい。

② アルミ缶回収

昇降口にアルミ缶回収ボックスを設け回収を行っている。文化祭では社会福祉協議会に

デジタルカメラを寄贈することができた。リサイクルの意義を生徒たちは学ぶことができ

た。また、支え合う社会について身近に感じる契機となった。

③ 生徒会新聞作成・掲示物作成

生徒会新聞を発行し、学校行事の反省や生徒会からの呼びかけを行った。掲示物もあいさ

つ運動のプラカード作成を行った。生徒には日々の活動をより活発にしようという意欲が

感じられた。

④ ベルマーク集め

支え合う社会、環境問題について全校生徒で考える機会につながった。中央委員会の生徒

を中心に回収を行った。給食時の回収状況放送などを行ったことが意欲喚起につながった

と感じる。

⑤ 生徒会を中心とした節電・節水のポスターによる呼びかけ

作成したポスターを廊下などの目につきやすいところに掲示したため、節電・節水を心

がける生徒が以前より増え、節電・節水に対する意識を高めることができた。

（２）生徒会広報委員会

輪番制で人権を題材にした人権新聞を作成し、昇降口に掲示した。

（３）生徒会放送委員会

週に一度、人権に関する番組を放送し、生徒による啓蒙活動を行った。

内容例：「人権とは何か」「世界人権宣言」「国際人権」「法務省全国中学生人権作文コン

テスト優秀作品」
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３．実践事例の実績、実施による効果

Ⅰ 人権教育フィルターを用いた各教科の授業づくり

○ 人権教育フィルターの項目には授業を行う上で基本的なことが列挙されている。日常の授

業実践において、生徒同士が人権に配慮し合う環境の醸成に役立った。また教員が自分の授

業を振り返り、生徒の人権に配慮した授業を展開するための指針として活用できた。

Ⅱ 主に教師側の働きかけによる人権教育（啓発活動）

○ 掲示物教育を通して「人権」とは何か、１２のテーマに沿って考える機会を提供すること

ができた。

○ 総合的な学習や食育など、知識や機会が必要な人権教育を授業を通して効果的に実施する

ことができた。

Ⅲ 生徒の活動による人権啓発活動

○ 教員から一方的に指導されるだけでなく、生徒会委員会活動等で、自分たちからの情報発

信を契機として、「人権問題」について自分たちの問題と捉え、考えを深めることができた。

４．実践事例についての評価

○ 成果

・ 指導者側が、授業のどの場面で人権教育を意識するのかを明確にし、計画と反省を行うこ

とができた。

・ 「人権」という大きなテーマを具体的な事例で考えた場合の提供（掲示教育、放送教育等）

ができたため、生徒が人権問題を身近に考えるきっかけを作ることができた。

・ 平成２６年度は教員側からの発信が中心であり、生徒が受け身となることが多かったが、２７

年度は、生徒側からの発信も多く見られ、着実な補充、深化が見られる。

○ 今後の課題

・ 道徳や学級活動で取り組んだ人権教育について、情報やデータを共有し、互いに活用でき

る環境を整備し、さらに効果を高める努力が必要である。

・ 人権教育が本校教育の根幹や伝統であると生徒が認識し、生徒間での意識の高まりが求め

られる。そのためにも、学校行事以外でも学年を超えての活動を計画することが必要となる。
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４ 意識調査の結果と考察４ 意識調査の結果と考察

あいさつ運動の一場面



 
 

４ 意識調査の結果と考察 

（１） 児童・生徒の意識変容とその考察 

 
平成２６年６月に児童生徒の人権に関する意識の実態を把握するため、２４の質問項目

で成り立っている「人権に関する意識調査」を実施した。その結果、本村の児童生徒には、

自尊感情・自己肯定感を高めることが必要であることが分かり、その向上に向けて、授業

づくり、人間関係づくり、環境づくりの３つを柱として、実践を積み重ねた。 
 平成２７年９月には、児童生徒の人権意識の変容をみるために、自尊感情や自己肯定感

に関わる８項目にしぼり、再度「人権に関する意識調査」を実施した。その結果は、以下

の通りである。 

 

 

 

１．あなたは、学校から帰ってから、学習のことで家族の誰かにほめられたり
　はげまされたりする。（家族－承認）

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 62 50101 19

H26 69 5392 19

２．あなたは、休み時間や放課後に、担任の先生とおしゃべりしたり
　相談したりする。（担任とのかかわり－親しみ）

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27

H26

82

97

133

92

51

49

118

99

３．あなたは、クラスの人にルールを守るように呼び掛けたり
　注意したりする。（子どもどうしのかかわり－親しみ）

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27

H26

31

58

76

51

117

110

8

14

４．クラスの人たちは、あなたの意見や考えをていねいに聞いてくれる。
　（自己価値＝存在感（傾聴・受容））

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27

H26

127

149

53

75

190

132

13

23
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＜考察＞ 
○ Q４は、肯定的にとらえている割合が増加しており、友達から受け入れられてよく話を

聞いてもらっているという意識が高まっている。これは、授業づくりの成果が表れてい

ると考える。一人一人を大切にする授業を通して、意見や考えの相違を認め合うことが

できる、友達はなぜその考えを持ったのか想像することができる等、子どもたちの望ま

しい姿が教師のコーディネートにより育ってきている。 
○ Q５も、肯定的にとらえている割合が増加しており、努力や結果を認めてもらっている

という容認や効力感・安心感を高めている。これは、人間関係づくりや環境づくりの成

果が表れていると考える。児童生徒の学級での位置を知り適切な支援をしていること、

また、頑張っている友達にかける言葉や認める言葉を子どもたちが知り、使うことによ

って、お互いに認め合う雰囲気の醸成ができている。  
● Q６は、肯定的にとらえている割合が昨年度と同じような結果である。この項目を向上

させるためには、道徳教育の「主として人との関わり」の相互理解や寛容等の内容・項

目を各学校において、重点的な指導を工夫する必要がある。 

５．クラスの人たちは、あなたの努力したことや、その結果を認めてくれる。
　（自己価値＝存在感（容認））

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 130 45197 9

H26 151 53167 17

６．クラスの人たちは、あなたのつらい気持ちや悲しい気持ちを分かってくれる。
　（自己価値＝存在感（容認））

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 127 61181 15

H26 174 48144 26

７．あなたは、間違ったことだと思ったら、クラスの誰にでも、はっきり言える。
　（人間関係づくり＝主張）

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 84 110174 15

H26 122 84159 19

８．あなたは、怒っていても自分の考えを相手に分かるようにつたえられる。
　（人間関係づくり＝自制）

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 86 84197 17

H26 115 86164 22
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（２） 教職員の意識変容とその考察 
 

  人権並びに人権教育に対する意識について、おおたま学園に所属する教職員を対象に

した調査を３回実施した。調査実施時期は、第１回目が平成２６年６月、第２回目は平

成２７年１月、第３回目は平成２７年１２月である。第１回調査と第２回調査は１３項

目の同一調査、第３回調査は調査項目を精選し、７項目で行った。 
  ３回実施した調査において共通する調査項目を取り上げ、その結果を比較する。 
 

 
 

 
 

 
 

５．クラスの人たちは、あなたの努力したことや、その結果を認めてくれる。
　（自己価値＝存在感（容認））

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 130 45197 9

H26 151 53167 17

６．クラスの人たちは、あなたのつらい気持ちや悲しい気持ちを分かってくれる。
　（自己価値＝存在感（容認））

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 127 61181 15

H26 174 48144 26

７．あなたは、間違ったことだと思ったら、クラスの誰にでも、はっきり言える。
　（人間関係づくり＝主張）

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 84 110174 15

H26 122 84159 19

８．あなたは、怒っていても自分の考えを相手に分かるようにつたえられる。
　（人間関係づくり＝自制）

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 86 84197 17

H26 115 86164 22

１．児童生徒の人権について、常日頃から意識していますか。

H27年12月 40 1 031

H27年１月

H26年６月 19 154 0

28 40 0

■しっかりと
　とらえている

■それなりに
　とらえている

■あまり
　とらえられていない

■とらえられていない

２．児童生徒の悩みや課題を把握するために、どのような手立てを用いていますか。
　一番よく用いる手立ては？

H27年12月 58 4 05

H27年１月

H26年６月 71 11 0

55 4 13 0

３．日々の教育活動において「人権」を意識した、「人権」に配慮した指導に
　心がけていますか。

H27年12月 28 1 038

H27年１月

H26年６月 13 848 0

17 143 0

■日常の対話や観察　■生活ノート　■教育相談と面談　■質問紙や調査　■電話連絡　■家庭訪問　■その他

■とても　　■だいたい　　■あまり　　■まったく
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〈考察〉 
 
 〇 Q１の児童生徒の人権については「しっかりとらえている」との回答数が倍増した。

「それなりとらえている」から「しっかりとらえている」へと、人権についての意識

が確実になってきている。 
 
 〇 Q２の悩みや課題を把握する手立ての多様化傾向がみられた。第１回調査において

は、「日常の対話や観察」がよく用いる手法であった。第３回調査では、「生活ノート」

「教育相談と面接」等の回答数も増え、多面的に把握しようとする意識の変容がうか

がわれる。 
 

〇 人権を意識した指導、Q３の人権に配慮した指導については、アの「児童生徒の人

権についての意識」の変容との相関が明確に見られた。人権への意識の高揚が、日々

の教育活動における人権に配慮した指導に結び付いている。 
 
〇 Q４では、道徳の時間のほか、教科指導においても人権を意識し配慮した指導を行 

っている様相の変容が明確にみられた。授業実践における人権教育フィルターが、各

教科の指導においても有効に活用実践されていると言える。 
  
 〇 アンケート全体から、人権及び人権教育に関する教職員の意識が高まり、様々な教

育活動において児童生徒の人権を意識し、人権に配慮した指導の実践が積み重ねられ

ていることの一端を教職員対象の意識調査結果から読み取れる。 
   人権教育フィルターの活用が、人権に配慮した指導を振り返る手段として、さらに、

人権を意識した指導を計画する手段として効果的であったと考えられる。 
 
 
 

４．日々の教育活動において「人権」を意識した、「人権」に配慮した指導は、
　どのような時間に一番よく行いましたか。

H27年12月 27 413 2

H27年１月

H26年６月 7 3919

12 1813

■教科　　■道徳　　■学級活動　　■諸行事
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（３） 保護者の意識変容とその考察 
 

  平成２６年６月に幼稚園児、小学校児童、中学校生徒の保護者に人権に関する意識の

実態を把握するため、第１回目の意識調査を行った。また、平成２７年１２月に第２回

目の調査を行った。人権教育の取組の初期と成果の現れる終期に行った調査結果から、

保護者の人権に関する意識の変容を捉えたい。 
結果は、以下の通りである。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４．日々の教育活動において「人権」を意識した、「人権」に配慮した指導は、
　どのような時間に一番よく行いましたか。

H27年12月 27 413 2

H27年１月

H26年６月 7 3919

12 1813

■教科　　■道徳　　■学級活動　　■諸行事

１．あなたは人権について日頃から意識していますか。

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 71 192290 23

H26 40 194301 42

２．あなたは、今の世の中は人権が守られていると感じていますか。

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 13 260270 33

H26 3 276244 53

３．幼稚園や学校は、子どものよさや、努力、可能性を大切にした教育を
　していると思いますか。

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 326 28391

H26 243 57400

1

0

４．幼稚園や学校は、子どもの間違った行動に対し適切に指導していると
　思いますか。

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 339 32373

H26 234 64401

５．幼稚園や学校は、地域の人々や保護者に対する人権啓発を積極的に行って
　いると思いますか。

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 207 91445 3

H26 150 130414 8
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〈考察〉 
○ Q１をみると２６年度より２７年度の保護者の人権意識が向上している。これは、様々

な媒体による各校園からの情報発信や人権を重視した保育・授業の参観等を通して保護

者が人権に対する意識を向上させたのではないかと考える。 
○ Q３からＱ６は、５校園の人権教育に対する保護者の評価である。「そう思う」「大体

そう思う」など肯定的にとらえている割合が増加し評価が向上している。人権教育フィ

ルターに基づく一人一人を大切にした保育・授業づくりや自他を大切にする内容を重視

した道徳の授業の取組などの成果が表れたものと考える。  
○ Ｑ７、８は保護者が家庭で子どもの話や考えをよく聞いたり、将来について話をすし

たりする機会が増加したという結果を表している。保護者も子どもの人権を尊重する教

育への関心が向上したものと考える。 
○ 自由記述欄には、「大玉村は、コミュニティ・スクールなど連携がとれていて、さらに

いじめ防止やあいさつ運動に力が入っていてよい」「一人一人を大切にした教育をしてく

ださっているので、子どもも自分のペースで成長できている」「合同の研究会の取り組み

がすばらしい」「スクールソーシャルワーカーがいることで子どもたちの人権を守ること

になっていると思う」といった前向きで肯定的な意見が目立った。 
● Ｑ３からＱ６の５校園の人権への取組については，保護者からの自由記述を見ると、

保育や授業の保護者を含む地域住民への公開を増やすことやいじめの絶無について改善

の余地がある。子どものよさや可能性を大切にする取組や子どもが間違った行動をした

ときの適切な指導、いじめを許さない幼稚園・学校づくり、保護者・地域に対する情報

発信は今後も更なる取組の継続が必要である。 

６．幼稚園や学校は、いじめを許さない学校・学級づくりに積極的に取り組んで
　いると思いますか。

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 228 72436 10

H26 170 113403 16

７．あなたは、ご家族で子どもの話や考えを聞くように心がけていますか。

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 399 231443

H26 381 20417 45

６．あなたは、ご家族で子どもの生き方や将来について話し合っていますか。

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 239 149465 13

H26 196 179429 50
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５ 研究の成果と課題

H27.11.25　研究公開・全体会

５ 研究の成果と課題



５ 研究の成果と課題

おおたま学園では、子どもの発達の連続性を重視した「縦の広がり」と、学校・家庭・

地域が一体となった「横の広がり」を常に意識して、人権教育を推進してきた。「縦と横

の広がり」を大切にして、２年間継続して研究に取り組んだことにより、幼稚園・小・中

学校それぞれで、次のような成果と課題が明らかになった。

〈幼稚園の教育実践から〉

ア 幼稚園では、日常の保育における人権教育への配慮を明確にして、全教職員が同じ方

向で支援にあたることができるよう、カンファレンスを密にしたり、幼稚園版人権教育

フィルターの作成・活用したりすることを重視してきた。これらの実践により、日常の

保育の中で、自分や友だちのよさを認めたり、認められたりする園児の姿がはぐくまれ

た。「よい保育＝よい人権教育」であることが実践を通して分かった。

〈小・中学校の教育実践から〉

イ 小・中学校では、人権教育の基盤として「学級経営・人間関係作り」「道徳の時間」

をより重視する教職員の意識が育ってきた。また、幼稚園同様、日常の生活や学習にお

いて、人権教育フィルターを活用し、週案に位置付けるなど工夫したことにより、「人

権教育・感覚」を強く意識して、自らの学級経営や授業を深く見つめ直す姿勢が育って

きた。

〈子どもを取り巻く環境の充実から〉

ウ 幼稚園・小・中学校全てで、言語環境を整えたり、子どものよさを掲示したりして日

常生活の人権に関わる環境を充実させようとする教師の意識が高まってきた。今まで行

ってきた掲示や放送、教師のことばがけ等を「人権教育」の考えから見つめ直すことに

より、子どもにとってより一層意味ある環境をつくろうとする意識が高まってきた。

また、おおたま学園あげて、さらには、村内各種団体の協力をいただきながら、あい

さつ運動に取り組んだことにより、子どもたちのあいさつ意識がはぐくまれ、自ら積極

的にあいさつしようとする姿勢が育ってきた。

〈おおたま学園としての取り組み、教職員の意識調査から〉

エ 「ア」「イ」「ウ」で記述したことが、おおたま学園主催の授業研究会や各種研修会

により共有され、自分が所属する校園の子どもの成長やよさばかりでなく、他校種との

つながり、共通点、違いなどを意識し、他校種の子どもの成長も同じ目線で見取ろうと

６．幼稚園や学校は、いじめを許さない学校・学級づくりに積極的に取り組んで
　いると思いますか。

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 228 72436 10

H26 170 113403 16

７．あなたは、ご家族で子どもの話や考えを聞くように心がけていますか。

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 399 231443

H26 381 20417 45

６．あなたは、ご家族で子どもの生き方や将来について話し合っていますか。

■そう思う　　■大体そう思う　　■あまりそう思わない　　■そう思わない

H27 239 149465 13

H26 196 179429 50
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する教師の意識が高まってきた。

とりわけ、教職員意識調査の結果からは、人権及び人権教育に関する教職員の意識が

高まり、様々な場面において、人権に配慮した指導や支援の充実につながった。

〈村内各種団体、コミュニティ・スクール委員会との連携、保護者の意識調査から〉

オ 村内各種団体との人権教育に関する意識の共有と連携、コミュニティ・スクールの組

織を生かした人権教育に関する熟議の実施や村内全戸へのチラシの配布等を通して、「人

権感覚」を育み、大切にしようとする意識が村全体で高まってきた。

とりわけ、保護者意識調査の結果では、家庭で子どもの話や考えを聞くように心がけ

たり、子どもの生き方や将来について話し合う機会が増えたりするなど、保護者の人権

意識が大きく向上した。

〈児童・生徒の意識調査から〉

カ 児童・生徒の意識調査に目を向けると、「あなたの意見や考えを丁寧に聞いてくれる」

「クラスの人たちは、努力したことやその結果を認めてくれる」といった項目で、肯定

的にとらえる割合が増加している。

反面、前年度と比べて、「そう思う」の割合や肯定的にとらえる割合（そう思う・大

体そう思う）が減少していた項目が見受けられた。これらの結果を、発達段階や各校の

実態に照らして分析し、今後の指導や支援に生かしていく必要がある。
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おわりに

おおたま学園長 渡辺 康弘

（大玉村立大玉中学校長）

本村は、平成２３年度より村内の２幼稚園、２小学校、１中学校あわせて５校園を幼・

小・中仮想の一貫校「おおたま学園」と総称し、効果的な連接・連携のあり方を研究して

きました。その一つとして、幼・小・中一貫カリキュラムを作成し、各校園ごとに研究保

育や研究授業において検証して参りました。保育・授業力の向上に関しては一定の成果を

残すことはできましたが、それぞれの取り組みは各校園による単発の研修の域を脱しきれ

ず、「おおたま学園」として連帯感のもてる取り組みを模索して参りました。このような

折に、幼・小・中いずれにおいても大切な領域であり、異校種を結び付けるキーワードと

して浮かび上がってきたのが「人権教育」です。

一口に「人権教育」といっても間口は広く、１年目は研究の方向性や切り口をどうする

か、試行錯誤を繰り返しました。そのような中で、我が国が抱える人権課題を取り上げ、

その解決策を探るといった直接的な人権指導とはせず、子ども同士、子どもと教職員が、

受容や共感の伴う好ましい人間関係で結ばれ、子どもたちが安心して生活できる場として

の学校づくりや、子どもたちの個性や能力のちがいに配慮して、一人一人のよさを見出し、

その個性や能力を伸ばしていくことができるような教育の内容や方法を探る間接的な人権

指導を研究のベースとすることを確認しました。さらに検討を進め、その結果たどり着い

たのが「人権教育フィルター」です。発達の段階に応じ、幼・小・中それぞれが、学校の

教育活動全体を通じて子どもの人権に関し配慮すべき具体的事項を評価基準として設定

し、研究保育・授業のみならず、通常の保育・授業においても、定期的に評価と改善を繰

り返すスタイルを定着させてきました。さらに、昨年度と本年度に開催した２度の研究公

開とこの報告書の作成は、本村の教職員が校種を越えて研修を重ねる機会となり、結果的

に「おおたま学園」の一員としての所属意識を高める相乗効果を生みました。

２年間の研究を通じて、本村の「人権教育」は、やっとスタート地点に立ったという思

いがいたします。今後は、あらゆる教育活動の基盤にある人権に対する配慮を常に意識す

る姿勢を持ち、「おおたま学園」として繋いでいきたいと考えます。

最後になりますが、本研究の推進にご指導・ご支援くださいました県教育委員会義務教

育課、県教育センター、県北教育事務所、そしておおたま学園アドバイザーの先生方に厚

く御礼申し上げます。
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研 究 同 人
大 玉 村 教 育 委 員 会

（平成２７年度）

教 育 長 佐藤 吉郎 学校教育係長 菊地 美和 社会体育係長 安田 広志

教 育 部 長 佐々木正信 生涯学習課長 菅野 昭裕 主 査 三瓶 隆男

教育総務課長（兼）教育総務係長 武田 幸子 社会教育係長 渡辺美恵子 主 任 主 事 牧野 敏雄

指 導 主 事 藤原 謙 文化振興係長 戸田 伸夫

（平成２６年度）

教育部長（兼）教育総務課長 武田 好廣 指 導 主 事 大内 雅之 社会体育係長 後藤 隆

主 査 武田 由美

大 山 幼 稚 園

（平成２７年度）

園 長 猪狩 仁 主教 二瓶 博子 教諭 山内 弘美 養教 遠藤真美子

副園長 後藤弥和子 教諭 渡邊 令子 教諭 時崎 潤樹 養教 山岸 美幸

（平成２６年度）

副園長 大谷 利香 教諭 上野美知代

玉 井 幼 稚 園

（平成２７年度）

園 長 佐藤 一男 主教 武田 由美 教諭 上野美知代 養教 木幡 里香

副園長 佐藤 文江 教諭 橋本真由美 教諭 伊藤 舞

（平成２６年度）

園 長 松本 公秀 主教 後藤弥和子 教諭 田代 美紀

大 山 小 学 校

（平成２７年度）

校長 猪狩 仁 教諭 和田 佳子 教諭 三田 隆 講師 兼松 大聡

教頭 高澤 朱 教諭 渡邉 伸江 教諭 野村 一弘 ALT カルロス・ジョントップ

教諭 渡辺 典子 教諭 丹野 圭子 講師 安村真理子 養教 遠藤真美子

教諭 日下部正和 教諭 深谷 良子 講師 菊池 徹郎 養教 山岸 美幸

教諭 佐藤 由紀 教諭 佐藤 才司 講師 小沼 佳弘 主査 松井 伸枝

（平成２６年度）

教頭 児山 秀典 教諭 藤原真奈美 教諭 大室 聡

教諭 髙橋美智子 教諭 最上万智子 講師 斎藤龍一郎

玉 井 小 学 校

（平成２７年度）

校長 佐藤 一男 教諭 遠藤三枝子 教諭 齋藤みちる 教諭 薄 多美子

教頭 永峯 秀桐 教諭 鈴木 敬子 教諭 齋藤 文 講師 斎藤龍一郎

教諭 阿部 俊之 教諭 小林 道子 教諭 佐藤 美樹 講師 鈴木 賢一

教諭 塩田 喜彦 教諭 山口美由紀 教諭 宍戸 和介 養教 木幡 里香

教諭 青木 武子 教諭 植木 忠佑 教諭 遠藤 雅憲 主査 伊藤 輝一

（平成２６年度）

校長 松本 公秀 教諭 斑目裕美子 講師 牧野 敏雄

教諭 安部 信一 教諭 大内ひろみ ALT ジェフリー・ノット

大 玉 中 学 校

（平成２７年度）

校長 渡辺 康弘 教諭 遠藤 大 教諭 山内 卓 講師 藤倉 祐太

教頭 佐藤 良弘 教諭 遠藤 尊 教諭 仲江川友美 養教 新國 直子

教諭 田崎 道夫 教諭 大谷 淳一 教諭 後藤 悠理 主査 吉田 豊

教諭 大泉 和久 教諭 渡邉 博樹 教諭 八巻 恵奈 ALT デイビット・スノウ

教諭 石川 広紀 教諭 村越 健 講師 須田 剛広

教諭 須賀 紀之 教諭 本田 麻子 講師 鈴木美絵子

教諭 佐藤 貴弘 教諭 八巻可菜子 講師 熊澤 千裕

（平成２６年度）

校長 渡邊 健順 教諭 久保寺 徹 講師 柏村 有紀

教諭 黒田 容子 教諭 渡部 秀哉 講師 小島 桃子
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資 料資 料

友達といっしょに



平成２７年度

福島県学校教育指導の重点

人権教育（小・中）

児童生徒の発達段階に即し、各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間等のそれぞれの特質に

応じ、学校の教育活動全体を通じて人権尊重の意識を高める。

指 導 の 重 点 努 力 事 項

１ 人権を尊重する意識を高 (1) 学習指導要領における人権教育にかかわる内容を踏まえ、全ての

める教育を推進するための 教職員が学校の教育活動全体を通じて働きかけるとともに、具体的

指導方法・内容を明確にす な指導場面を想定した指導方法・内容を構想し、諸活動それぞれの

る。 特質を生かした指導を工夫する。

(2) 人権尊重の理念について、児童生徒及び教職員自身が十分に認識

して意識改革ができるよう、研修の充実を図る。

２ 学校生活の中で人権尊重 (1) 児童生徒の自我の確立を支援するとともに、思いやりに満ちた望

の感覚を身に付けることが ましい集団づくりに努める。

できるよう児童生徒のよさ (2) 児童生徒一人一人のよさや可能性を生かし伸ばすために、個に応

や可能性を尊重した指導を じた学習活動の展開を工夫したり、児童生徒同士が互いのよさを認

工夫する。 め合える場や機会を設定したりする。

(3) いじめは人権にかかわる重大な問題であり、人間として絶対に許

されないという自覚を教師自身がもつとともに、児童生徒一人一人

の自覚を促す指導を充実する。

３ 指導の効果を高めるため (1) 学校教育における諸活動を人権尊重の視点から評価する機会を設

の評価を工夫する。 けるとともに、保護者や地域からの評価等も取り入れて児童生徒の

変容等を具体的にとらえ、指導方法・内容や時期等の改善に生かす。

※ 「人権教育の指導方法等の在り方について [第三次とりまとめ]」（平成20年3月 人権教育の指導

方法等に関する調査研究会議（文部科学省設置））を活用し、指導方法等の改善・充実を図ること。
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（幼稚園版）

これは、日々の保育実践において、人権教育との接点を明確にするために活用するものである。
人権を意識した日々の保育が教師、幼児の人権意識の高まりにつながる。教師が幼児の人権に配
慮した保育の展開を意識していきたい。

Ⅰ 自己存在感を持たせる支援の工夫
１ 「幼稚園生活が楽しい」という実感を持たせる手立て
① 活動に応じた保育形態（グループ、同学年、異学年等）を工夫する。
② 活動に応じて、話したり聴いたりする場の設定を工夫する。
③ 幼児の生活体験、興味・関心等を把握し、それらを保育に取り入れる。
④ 多様な視点から個に応じた課題を解決できるような環境を工夫する。
⑤ 結果だけでなく、それまでの取組みの過程を認め、称賛する。

２ 「自分が必要とされている」という実感を持たせる手立て（→言語活動の充実）
① 意図的な指名等、一人一人が活躍する場を設定する。
② 自由な発想や方法が認められたり、自己選択したりできる場を設定する。
③ 互いの発言を最後まで聴く習慣や他の考えを大切にする習慣を身に付けさせる。
④ 協力して活動できる場を工夫する。
⑤ 互いの考えや方法のよさに気付かせる。

３ 教師自身が一人一人を大切にする姿勢
① 幼児一人一人の名前をしっかり呼ぶ。
② 幼児一人一人の目を見て話す。
③ 幼児一人一人の話をよく聴く。
④ 承認・称賛・励ましの言葉をかける。
⑤ 必要に応じて個に応じた手だてを講じる。
⑥ 課題解決に困っている場合、解決方法を導き出すための具体的な方法を示す。

Ⅱ 共感的人間関係を育成する支援の工夫
１ 「自分が受け入れられている」と実感できる雰囲気づくり
① 互いを大切にし合う人間関係づくりに努める。
② 一人一人が自由に発言できる雰囲気づくりに努める。
③ 教師の意図と異なる考えも大切にする。
④ 「誰にでも失敗はある」、「誰もがよさや弱さを持っている」という認識に立つ。

２ 「みんなが仲間だ」と実感できる雰囲気づくり
① 他者の考えや表現のよさに気付き、認めようとする態度を育てる。
② 自分の考えと異なる意見や思いを理解しようとする態度を育てる。
③ 相手の気持ちや立場を考えて自分の言葉を選び、行動する態度を育てる。

Ⅲ 自己選択・自己決定させる手立て
１ 活動内容、教材を選択させる手立て
① 幼児の実態を踏まえた多様な教材等の準備と提供を行う。
② 幼児の興味・関心に応じて、教材等を選択できる場を設定する。
③ 幼児の興味・関心に応じて、活動を選択できる環境を工夫する。

２ 表現方法を気付かせていく手立て
① 幼児の実態を踏まえた多様な表現方法を様子に応じて、知らせたり気付かせたりしていく。

３ 振り返りの方法を選択し、互いの学びを交流させる手立て
① １日の活動について、振り返る時間や場を設定する。
② 友達の活動に興味を持ち、今後の活動について選択・決定できる場を設定する。

人権教育フィルター
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このシートは、日々の授業実践において、人権教育との接点を明確にするために活用するためのもの

である。人権を主題とした授業（道徳、社会、技術・家庭等）だけでなく、人権について意識した日々の授業が

教職員、生徒の人権意識の高まりにつながる。生徒同士が人権に配慮し合う環境の醸成と、教職員が生徒の

人権に配慮した授業の展開を意識されたい。

※週案提出に合わせて、シートを１部提出する。日々の授業で各項目が十分であるか確認し、できて

いる項

目の□にチェックを入れ、十分でない項目の□は空欄のままとする。

第 週 月 日（ ）～第 週 月 日（ ）

Ⅰ 自己存在感を持たせる支援の工夫

１ 「授業に参加している」という実感を持たせる手立て

① 学習内容や活動に応じた学習形態（座席、グループ等）を工夫する。 □

② 学習内容や活動に応じた発問・応答の仕方を工夫する。 □

③ 児童生徒の既習事項や生活体験、興味・関心等を把握し、それらを適宜組み入れる。 □

④ 多様な視点から解決に結び付くような課題設定とする。 □

⑤ 児童生徒の学習意欲や習熟の度合いに応じて、課題（教材）を準備したり、ヒントカードなどを与えた □

りする。 □

⑥ 結果だけでなく、学習の過程を認め、賞賛する。

２ 「自分が必要とされている」という実感を持たせる手立て（→言語活動の充実） □

① 意図的な指名等、一人一人が活躍する場を設定する。 □

② 自由な発想や方法が認められたり、自己選択したりできる場を設定する。 □

③ 互いの発言を最後まで聴く習慣や他の考えを大切にする習慣を身に付けさせる。 □

④ 協力して活動できる場を工夫する。 □

⑤ 互いの考えや方法のよさに気付かせる。

３ 教師自身が一人一人を大切にする姿勢 □

① 児童生徒一人一人の名前をしっかり呼ぶ。 □

② 児童生徒一人一人の目を見て話す。 □

③ 児童生徒一人一人の話をよく聴く。 □

④ 承認・賞賛・励ましの言葉をかける。 □

⑤ 必要に応じて個に応じた手だてを講じる。 □

⑥ 課題解決に困窮している場合、解決方法を導き出すための具体的な方法を示す。

Ⅱ 共感的人間関係を育成する支援の工夫

１ 「自分が受け入れられている」と実感できる雰囲気づくり □

① 互いを尊重し合う人間関係づくりに努める。 □

② 一人一人が自由に発言できる雰囲気づくりに努める。 □
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③ 教師の意図と異なる考えも大切にする。 □

④「誰にでも失敗はある」、「誰もがよさや弱さを持っている」という認識に立つ。

２ 「共に学び合う仲間だ」と実感できる雰囲気づくり □

① 他者の考えや表現のよさに気付き、学ぼうとする態度を育てる。 □

② 自分の考えと異なる意見や思いを理解しようとする態度を育てる。 □

③ 他者の気持ちや立場を考えて自分の言動を選択し、行動する態度を育てる。 □

④ 互いの役割や責任を認め合う態度を育てる。

Ⅲ 自己選択・自己決定させる手立て

１ 学習課題や計画を選択させる手立て □

① 複数の学習課題から自分に合った課題を選択する機会を設定する。 □

② 学びの見通しをもつための学習計画を立てる際に支援を行う。

２ 学習内容、学習教材を選択させる手立て □

① 児童生徒の実態を踏まえた多様な教材・教具の準備と提供を行う。 □

② 児童生徒の習熟の度合いや興味・関心に応じて、教材・教具を選択できる場を設定する。

３ 学習方法を選択させる手立て □

① 児童生徒の実態や学習内容に応じた学習方法を提示する。 □

② 課題解決のための情報や資料の準備とその活用方法について助言する。 □

③ ワークシートやノート整理の仕方、学習内容のまとめ方について助言する。

４ 表現方法を選択させる手立て □

① 児童生徒の実態を踏まえた多様な表現方法を提供する。 □

② 自分なりの考えをまとめるためのノートやワークシートの活用方法を助言する。 □

③ 相手や内容に応じた表現ができるよう、多様な表現スキルについて助言する。

５ 学習形態や場を選択させる手立て □

① 児童生徒の実態や学習内容に応じた学習形態及び活動の場を設定する。 □

② 課題や学習活動・内容に基づいて学習方法や場所を選択する機会を設定する。

６ 振り返りの方法を選択し、互いの学びを交流させる手立て □

① 児童生徒の実態や学習内容に応じた学習成果の多様なまとめ方を工夫する。 □

② 自他の学習課題や解決方法、学習の仕方やまとめ方等を振り返り、学び合う時間を設定する。 □

③ 他者の成果に学ぶとともに、今後の学習課題や方法について選択・決定できる場を設定する。

Action

※Actionには、次週から意識して取り組みたい項目や、それを実践するための方法などを記入する。
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